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1 ，は じめ に

　 『後藤家譜』は 、後藤家研 究に は欠か せ ない

資料で あ り、川 口 陟 等の 古典 的研 究 の 基 礎資料

とな っ て きた ω
。 その 『後 藤家譜』は、 「元 禄

二 （1689）年正 月十 四 日 、 萬年 山 下慈 照沙 門、

祖縁別 宗」 に よ っ て 撰述 され た 。

　 『後藤家譜』に は 原写 本 と考え られ る 【沙門

祖縁 】 【別宗氏 】の 印の あ る 2 巻 と
 

、そ の 転

写本 、1巻 、1 冊 （堅 本）が 伝世 され て い る 。 転

写本 に は 、訓点 の あるもの と 、 そ うで な い もの

とがあ る。前者の 1 巻 は 日本美術 刀剣 保存協会

所蔵 で あ り、後者の 1 冊 は 東大 吏料編纂所 に 保

管 （旧東 大図書館蔵 ） され て い る もの で あ る。

堅本の 転写本 に は、四カ 所 の 書 き込み が あ る。

　 日本 美術刀 剣保存協会 の i 巻は 、祖縁別宗 の

跋文 と内表紙の 書 き込 み を欠 く。表紙 に は 、 「後

藤家譜 自祐乗 至 程 乗代 々 、後 藤 八 郎 兵衛 家傳 来、劔 掃識 」

と記 され てお り、東 大史料編纂所蔵本 の 表紙 は、

『後藤家譜』 との み 記 され 、そ の 内容 は書 き込

み 3 カ 所 を含めす べ て 同 じで あ る 。 なお 「劔掃」

とは、刀装具研 究家村上 孝介で あ る 。

　転写本 そ れ ぞ れ は 、字 体等も丁 寧に筆写 し て

あ り、原 写本 との 対比 か ら原写 本 と の 相違は 、

殆 どない と思われ る。そ こ で 、本 稿で は 、古 く

か らこれ らの 『後藤家譜 』の コ ピーを保管 され

て い た前本学会長岩 田重 雄の 資料 を拝借 し、翻

刻 、 調査研 究を行 っ た 。

　岩 田 重雄の 協力 の 下、 『後藤家譜』 の 翻刻 に

当 っ て は 、祖縁別宗 の 詩 文 に つ い て 高い 評価 を

与 えた 同時代の 石 川 子 復 （1643 ？ 〜 1694 年）及

び そ の 養祖父丈 山 （1583〜 1672 年）の 研 究家で

あ る石 島勇 の 指導と協力 を得て すすめ た
（3）

。

　 『後藤家譜』を撰 述 した祖 縁別 宗 に つ い て 、

彼 を評価 した同 時代 人の 資料 は、殆 どな く、文

政期頃に編纂 され た加 賀藩 の 文化 人 々 名録 とい

うべ き 富田景周 『燕臺風 雅 』文政 8 （1825 ）年

に み られ る の み で あ る 。 こ の 文書 の 前 半部は 、

祖沖、祖會 『槎客通 筒集』正 徳 2 （1712）年の

関連箇所 を そ の ま ま 転記 して お り 、 両 書の 関連

箇所 を石 島勇 の 翻刻 と書 き下 し文 と ともに載せ

て お い た
（4）

。

　 こ の 両文 書か ら、 『後藤家譜』撰者 の 祖縁別

宗 に つ い て の 評価は 判明 した が、そ の 事蹟は 、

李元植 『朝鮮通信使 の 研 究』　（1997 年 ）や 『相

國寺史料』 第 3〜4 巻
（5｝ に詳 し く、それ らを基

に 石 島勇 が 年譜 を作成 し附 し た。

　 なお 、富 田景周が 収集 した 祖縁別 宗の 詩文 に 、

室鳩巣 （1658〜 1734 年） に別 宗の 兄佐 々 木 定賢

に 代 わ り家譜 の 製 作依頼 を行 っ た とい う詩 文が

ある
 

。
こ の こ とか らも、 徳川政権が そ の 地盤

を確 立 し、平和 の 時代 に入 っ た 17 世紀後 半は 、

『後藤家譜』の み な らず、有名文 人に 依頼 し家

譜作成 を行 うこ とが 隆盛 した 時代 で あ っ た こ と

が 分 か る。

　 以 下、石 島勇 の 協力 を得 て 『後藤 家譜』 の 翻

刻 、 書き下 し 、 分析 をすす め る 中で 、 西脇康の

新 し い 後藤 家研 究 ω を踏まえ 、 考察 をす る こ と

にする 。
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2 ， 『後 藤家譜』 の 成立 と後藤宗家の 発祥

　 『後藤 家譜』の 撰述 は 、 祖縁別 宗に よ り行 わ

れ た が 、 翻刻 した 跋文に その 経緯 が 示 され て い

る 。 跋文 に 「予、早歳 の 時 よ り後藤演乗 と方外

の 交 は りを為す 。 近 ごろ演乗特 に 来た りて慨 然

と して言 ひ て 曰は く 、　 「吾 が祖祐乗 及び 累世 の

事 實未だ古よ りこれ 有 らず 」 」 と記 され て い る

よ うに 、後藤演乗 （1641 〜 1693年） に よ り依頼

され 、初 め辞退 した が演乗 と の 日頃の 交友か ら

断 り切れ ず 、
こ の 家譜 を作成 した 旨が 示 され て

い る
（8）

。

　演乗 は 、圓乗 と も呼 ばれ 、現存す る後藤家 系

図の もっ とも古い 元禄 7 年 系図 に よる と、　 「圓

乗 、 元禄六 年 十
一

月廿六 日死
一
勘兵 衛」とあ り、

長 乗 の 次 男覚乗の 長子 、勘兵衛家の 第 2 代で あ

る こ とを示 し て い る 。 後年の 『後藤家
一

統系 図』

に は、 「光英院 演乗 日明 、光明 、光英、勘兵衛、

露 久齋 、元 禄 六年 十一月廿 六 日五 十 三 歳死 」 と

記 され て い る 。 最 近 の 西 脇康 の 研 究で は 、 笠 原

光寿他 『京後藤 の 研 究』か ら 「理 兵衛 家 二 代 程

乗 （1603 〜 1673 年） の 後 見を受 けた 。 加賀藩主

前 田綱紀 か ら十人 扶持、後 に 二 十 人 扶持 を給 さ

れ 、理兵衛家 三代 悦乗 （1642〜 1708 年 ） と隔 年

交代 で金 澤 に 下 っ た 。 息子 に 達乗 （1666〜 1709

年 ）が い た
。 」

（9＞
と 、 引用 して い る 。

　 『後藤 家譜』 の 跋文 に あ る 「元 禄 二 年歳次 己

巳春正 月 戊午十 四 日」 は、演乗 の 死 が 、元禄 6

年 53 才で あれ ば、演乗 49 才 、 祖縁別 宗は 32 才

で あ っ た。祖 縁別 宗 は 、 自ら万 年 山下慈照沙 門

と記 し て い る が 、万 年 山 とは 臨済宗相國寺 を 指

し 、慈照 は 足 利義 政創 建の 銀 閣寺 で あ る。 これ

まで 、 『日本佛家人名辞書』で は、祖縁 別宗 の

生 没年 は 不 明 と され て い た が 、 『槎 客通筒集』

に は 、 生 年 を 「戊 戌 の 歳 （1658） を以 っ て 、賀

の 金 澤に 生 まる。」 と し て お り、長 じ て 銀閣寺

の 寶陀巖に居住 し、後 に相 國寺 103 代住持 に な

っ た 。 死 亡 年 も、 『萬年 山聯芳 録』等 『相國 寺

史料 』 に よ っ て 、 正徳 4 （1714）年 5 月 1 日 と

明 らか に な っ た
CLO）

。

　祖 縁別 宗 の 詩文 に つ い て の 評 価は 、 『燕臺風

雅』 の 翻刻 か ら分 か る よ うに石 川 子 復 に よ る極

端 な程 の 賞賛 と、富田景周 の 鋭い 批判 と対極 で

あ る 。 しか し、 『槎客通筒集』に 「特 に 官命 を奉

じて 韓使 を攝州浪 速の 津 に迎送 す 。 」と記 され て

い るよ うに 、 正 徳 2 （1712）年祖縁 別宗が 54 才

の 時 に朝鮮使節の 接伴 役 を担 当 して お り 、 当時

の 禅林に お け る漢詩 文 の 第
一

任者で あ っ た
m ）

。

　演 乗 と祖縁別 宗 の 交友は 、後藤宗家の 菩提 寺

が京 都大慈寺 日蓮宗 で あ り、演乗夫婦 もそ こ に

葬 られて お り臨済宗関連の 分析 か らは困難で あ

る 。 しか し 、 演乗 は、理兵衛家 の 悦乗 と隔 年交

代 で 金澤に 出仕 し て い た こ ともあ り 、 彼 ら の 交

友は 金澤 とい う土地 と加 賀藩 との 関連か ら の も

の で あ ると推測 され る
“ 2）

。

　祖縁 別宗撰述 の 『後藤家譜』は 、当時 の 多 く

の 諸 家の 家譜 がそ うで あ る よ うに 、始祖 を足利

義政 の 従者 に 求め 、 そ こ か ら通 例通 り書 き起 こ

し、初代 を祐乗 とす る 。 『後藤家譜』の 創 られ

た 元 禄 初期 か ら 30 年 程 前に 遡 るが 、承 応 2

（1653）年千利休 の 事蹟を 描い た 『千利休 由緒

書』や 『千家系譜 』等 も同様 な 手法が とられ て

い る。

　千家 の 場合 、始祖 は 義政 に 仕 え た 同朋衆 で あ

る田 中千阿弥 として い る 。 『千家系譜』に は 「里

見太郎義 俊二 男 、 田 中五 郎 末孫 、生 国城 州、東

山慈照院 義政公 同朋 」 と 、 そ の 始祖 に つ い て 説

明す る （13）。同様 に 祖縁別 宗は 、義政 死 後 200

年の 機縁 を強調 し 、 祐乗 に つ い て も、　 「乗幼 よ

り穎悟 、彫刻 を好む 。 長ず る に 及 ん で 将軍義政

公 に 仕え 、 公 こ れ に 命 じ て 扈従
一

隊の 長 とす 。 」

（14） と描 き、始祖祐 乗 と足利 将 軍家 との 関係 を

強調 して い る 。

　初代祐乗 （1440〜 1512 年）や 、第 2 代宗乗 （1487
〜 1564 年） 、 第 3 代 乗真 （1512〜1562 年）に つ

い て は、内表紙の 書 き込み か らも分か る よ うに 、

異本 と し て 物 語性 が 強 い
。 家譜 特有 な誇 張 も、

考慮 に入れ て 考察す る 必 要 が あ る。も っ と も若

山泡沫が後藤家文 書に 「天 文十 二 年八 月 二 十 四

日付 の 下 知状 で 、 足 利 将軍直参 の 関係 に あ っ た

後藤源 四 郎治 光 に 対 し諸 公 事 免 除 事 無紛 之 所
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云 々 」 とある と述 べ て い る よ うに 、第 3 代 乗真

の 時 代に後藤他家関連 の 資料 が無 い わ けで は な

い 。 しか し後藤系図 に 、 源 四 郎治光の 名 は 不 載

で あ る  
。

　 なお、祖 縁別宗 の 記述 も第 4 代光乗 （1529〜

1620 年）に 至 る と 、 歴史 的事 実 との 関連性 が強

くな り客観性 を持 つ よ うに な る 。 特 に 、我 々 は、

光乗 の 項 で以下の
一

文 に注 目をす る 。

「始 め泉 の 界 に 寓す る時 、世系 の 鬪 も亦 、祝融

氏 の 為 に 烏有 と為 る 。 後 、祐乗 の 祖 父 を審 らか

にせ ざる所以 な り 。 惜 し い か な光乗 天 年 を以 っ

て 下世す 。 壽九十二 歳 。 實に 元 和 六年庚 申三月

十 四 日 な り。 二 子有 り、長 は 徳乗 と日ひ 、次 は

長乗 と日 ふ。光乗、長乗 を して 東 照大神 君 に事

へ しむ。大坂城 を圍み し 時、長乗 も亦幕 下 に侍

す 。 亅

　 こ の
一

文の 中 に 「始 め 泉の 界 に 寓す る時、世

系 の 圖 も亦、祝融氏 の 為 に烏有 と為 る。」 とあ

る の は 、始 め和泉の 国 、堺 に居住 してお り、そ

の 際祝融 氏 （火 の 神 ・火 災 をい う） に遭 い 、系

図類 が な くな っ た と い う こ と で あ る 。
こ の こ と

は 、祖縁 別宗 の 跋文で も確認 し得 る。とはい え、

こ れ まで川 口 陟や彫 金研 究家は 、 『後藤 一統 系

圖 』を基 に 三 代乗真 が九州 大友 氏家臣 の 娘 を室

「筑前 国大 友 ノ
ー

族茨 木 丹後 守女 亅
 

に 迎 え

て い る事実等 か ら、九州 と京都 の 関係 を重点 に

考察 し 、和泉の 堺 へ の 視点 を失 し て い た 。

　そ れ は ま た 、後藤家が そ の 家業を 三所 物等の

彫 金 の みな らず金屋 、銀屋 の 流 れ を くみ 、財力

を蓄 え、　 「角倉家や茶屋 家 と匹敵す る京 都 三長

者 と呼ばれ た」
  こ とへ の 視 点 を失 っ た こ と

に 他 な らな い 。特 に 、当時 の 金 屋 、銀屋 は、両

替や判 金製造 に及 び 、 そ れ らに 密接 に 関連す る

分銅 製造は そ の 後 の 後藤家の 家業 とな っ た 。

　光乗 の 項 で 、 分銅及 び 判金 へ の 極め 印 の 使用

は 、光乗 40 歳 頃織 田信 長に命 ぜ られ 「已に 黄金

法馬 、 詐偽並び 興る 。 是 に 於 い て 、又 こ れ を し

て 符 を黄金 の 上 に書 し、篆 を法馬 の 背 に刻せ し

む 。 符 は 俗 に 判 と 日 ふ。因 りて 判 を 金 上 に 書 し、判 金 と號 す。

法馬 は、天 平の 銅錘 な り。倭 俗 に 是 を 分 銅 と謂 ふ 」 こ とが

あ っ た とい う。また 、こ の
一

文 に ある よ うに 分

銅製 造 と天 平 、す なわ ち天 秤製 作 は本 来密 着 し

て い る もの で あ る 。

　京都の 名 産 を紹 介す る貞享 3 （1686）年に 刊

行 され た 『雍州府誌 』に は、　 「泉南針 ロ 屋 こ れ

を製 し 、その 餘流洛 下 に あ り こ れ を賣 る 。 法馬

は後 藤家 が これ を製す。俗 に 謂ふ分銅 な り」
（「s）

とあ る 。 こ の 記 事は 、泉南、和 泉の 堺 の 針 口 屋

が 、天 秤 を製 した こ と 、 その
一

族 の 余 流が京 都

にあ っ て 、製造販 売 したこ とを示 して い る 。

　 こ の こ とか ら、光乗 の 堺 か ら京都 へ の 移居 に

伴 い 、天 秤製造 を担 当す る針 口屋 も同様 に移 転

した と、推測 し え る 。 これ ま で は 、大黒 常 是 に

よる 慶長 3 年の 銀座 の 堺 か ら伏 見、更 に は 慶長

13年 の 京都 の 移 転に伴 い 針 口屋 が 京都 に移 動 し

た と考 えられ て い たが C19）、後 藤家 と りわ け光

乗 の 京都 へ の 移居 が 、分銅製 造 と 関連 し針 口 屋

の 移 動 をい ち早 く推進 させ た と解 す る方 が 妥 当

で あ る 。

　 ま た 、こ れ ま で す す め られ て きた 、元 和 元

（1615） 年大阪夏 の 陣 に 火 災 に み まわれ た 堺 の

環壕 遺跡 の 発掘 で 、我 々 は後藤祐徳 銘 の もの を

含 み 数点 の 分銅 と、 日本天 秤 独 自の 「木 瓜 」 型

針 口 の 出 土を確認 して い る
  。現在 なお 、我 々

は堺 の 環 壕遺跡 か ら出土 され る 分銅 、 針 口 に 注

目 して い るが 、 そ の
一方 、 堺 の 資料か ら の 分析

も急 ぎ行 っ て い る 。

　江戸期 の 堺 の 町 屋 の 動向 を 調査 する の に 役 立

つ 系統的な資料 に 『手鑑 』が あ るが 、　『後藤家

譜』 と同年代 の 資料で あ る元禄 8 （正895）年 の

堺 『手鑑 』 ｛2D に は 、針 口 屋 の 存在 を示 す もの

はな い 。だ が 、明暦 7 （1757）年 の 『手 鑑』 に

は 「針 口 屋弐軒 と針 口直 シ 屋 三 軒 」 と家数 が記

載 され て い る
（22）

。 当時 、堺の 規模 で 、針 口 直

し屋 が 3 軒 も存在する の は 、 奇異の 感 を抱 く。

『手鑑 』か らの 針 口屋 の 検 証は 、今 後 の 課題 で

ある 。

　 なお 、光乗の 子 供に は、第 5 代徳 乗 と次男 の

長乗 （1562〜 1616年 ）がい る 。 元 和 元 （1615）

年 に は 、 長乗 が徳川 方 に参加 し 、 そ の 後 援を受
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けて 後藤宗家 、四郎 兵衛家 は、第 6 代栄 乗 （1577

〜 1663年） を中心 に再建 され る こ とに なる 。 そ

の た め勘兵衛家の 始祖覚乗の 父親で あ る長 乗 は、

『後 藤家譜』 にお い て も高 く評価 されて い る 。

しか し 、 徳川 家康が 、 長乗 に巌 栖辻 子 を 下付 し

た の は 、 『後藤家譜』 の 慶長 19 （1614）年 で な

く、慶長 17 （1612）年 と い う他 資料 が あ り、翻

刻 の 注で 石 島勇が 明 らか に して お い た 。

　最近 、 長乗の 研 究がすす み 、長乗の 墨判は財

務省造幣局所蔵 の 笹 書大判 の 墨判 が 基本 で あろ

うと され 、長 い 間 の 笹書大判 論争 に 決着 が っ い

た （23）。 こ れ は、西脇康 に よ っ て 全 貌が 明確 に

され た勘 兵衛 家 百 両判雛形 に 墨書 され た 笹書花

押 とは 明 らか に様相が 異な る 。 今後、勘 兵衛家

資料の さらな る批判 と検証 が 必 要 に な る。

3 ．後藤宗家 系図 と廉乗

　祖 縁別 宗は 『後藤家譜』の 撰述 にお い て 、 初

代祐 乗 か ら 10 代廉乗ま で歴 代に わ た る彫 り物

に っ い て の 技量 を常に 高 く評価 して い る 。 初代

祐 乗 に つ い て は 、　 「楔す る と ころ の 劔具 、貴き
　 　 す いじ ゆ

こ と隋珠 、 趙璧 の 如 し 。 」 等 と記 載 し て い る 。

ま た 、祖縁別 宗 と同 世代 の 10 代廉乗 の 項で は 、

「祐 乗既 に 工 み を為 して其 の 精妙 を究 め世 々 相

傳 へ て 、今既 に 二 百餘年に 垂 々 とす 。
孫枝末 葉、

　 　 　 　 　 　 く わ て つ
綿 々 乎 と して 瓜腿 の 如 く、縄 々 乎 とし て螽 斯の

如 く、悉 く皆巧 み を 以 っ て 世 の 為に 稱せ られ る 。

略 ・・世人 是 を家の 作と稱す る 」と、して い る （24）
。

　 こ の よ うに 、祖 縁別宗 は 歴代 の 宗家 に高 い 評

価 を与 える。祖縁 別 宗 か らやや 遡 る が 、

一
つ の

評価 が
、 後藤喜右衛門尉 光信 『後藤家彫 物 目利

彩金録』 に よ っ て 付与 され て い る。筆者 の 所蔵

する もの は 、　 「享保三 （1718） 年戊 戌歳 六 月吉

日、宝暦 五 （1755）年 乙 亥歳 三 月改候 亅 版で あ

る （25 ）
。

　なお 、こ の 書の 中に は 「此 の 彫物 目利 弁 知 抄

他に 漏 ら さず と雖 も、去 り難 き御 懇望 に依 っ て
　 　 せ し

相傳令 む 事 、 夢 々 他見他 言有 る可 か らざる者 な

り、後藤喜右衛 門尉 光信 」 、及 び 「右 後藤 家數

世彫 物 目利彩金抄名 家的傳 之秘 書也 」 とあ る 。

した が っ て 、寛永 20 （1643）年 、も し くは 、
正

保 3 （1646）年 、万治 2 （1659） 年 の 『秘伝 書』

の 再版 で あ る （『後藤家彫物 目利彩金録』を以

下 『秘伝書』 と記す） 。 そ の た め 、筆者 の 所蔵

本 で も第 9 代程乗 を 当代 として い る 。 同書 の 系

図の 部分 を 、 以 下に示 す （26）
。

一
、後藤家代 々 系 図

　 上 々 　　 祐乗　始祖 第一也

　人 王 百 二 代 後小松院の 御宇応 永 の こ ろ の 人 な

り 。 巧 業を稲荷大名神 に い の り、丹誠 を も っ て

瑞夢を 蒙 り、竟に無双 の 名 人 とな り、か くして

高誉を子 孫に っ たふ 。尤後藤代 々 の うち 、 祐乗

を もっ て 第
一

の 名物 とす る も の な り 。

上

中

中之 上

中

中

中

下

中之 下

乗

真

乗

乗

乗

乗

宗

乗

光

徳

栄

顕

四 郎兵衛

程乗

第二

第三

第四

第五

第六

第七

第八

当代 な り

　以上 か ら、著者 で ある後藤 喜右衛 門尉 光信 は 、

第 8 代 四郎兵衛 、即乗 （1600〜 1631年）や第 9

代程乗 （1603〜 1673 年） を 低 く評 価 して い る。

後 に 、後藤三名 人 と評 価 され る即 乗 も、こ の 時

代 の 評価は 、
「下」で あ り、厳 しい もの が あ る。

　 当時 、光信 の 号 は 、勘兵 衛家 の 祖 、演 乗の 父

覚乗 （1589〜 1656 年）が 使用 して い た 。後藤家

一
統系譜 に よれ ば 、　 「玉 照印覺 乗 日圓 、光信、

源實、勘兵衛 、明暦 二 （1656） 年 閏 四 月 廿 二 日

六 十 八 歳死 」 と ある 。 光信 を覚乗 と推測 して 考

えれ ば、年代的 には、第 8 代即 乗 が寛永 8 （1631）

年 に死 亡 し、第 9 代程 乗が 第 10 代廉乗 （1628

〜 1708 年）の 看坊 と して 嗣 い だ の で あ り合 致す

る 。 だ が 、覚乗 が喜右衛 門尉 を名乗 っ たか は 、

疑問 の 残 る とこ ろ で あ る 。 また 、 後藤 を名 乗 っ

て い るが 後藤家 の 関係者で あ っ た か ど うか も不

明で あ る 。

44

一
正28一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

　い ずれ に して も、 こ の 光信 の 下 した 評価 は 、

西脇康が 引用 した第 12 代寿乗 （1689〜 1742 年）

以 下 へ の 鋭 い 評価書、後藤源實光 文 （1845〜1893

年）調整 、作成、　『栄 乗 以 来 四 郎 兵 衛 家之 伝

付理 兵衛家略伝』明治 11 （1878 ）年 を彷 彿 させ

る
（27）

。 この 文書で は 勘兵衛側 か ら宗家の彫 物

師 とし て の 技 量を鋭 く批判 して お り、 『秘伝 書』

と同様 、記述 当初 の 第 10 代廉乗 、第 11 代通乗

（1664 〜 1721 年）は 評価が 高 い が
、 第 12 代 寿

乗 以下第 17 代典乗 （1835〜 1879 年） に 至 る ほ

どその 評価は厳 しくな る
 

。

　光信 の 『秘伝 書』は、系図 と評価 の 格付 け後 、

具 体的に 作品 ご との 代価 が示 され る 。 そ の 代価

表は 、 祐乗か ら栄乗まで で 、 第 8 代 四郎 兵衛 と

第 9 代程乗 は除かれ て い る 。
こ の 『秘伝書』で

は 、歴 代 順 を追 っ て 記述す る が 、
一方 、 『後藤

家譜』で は 、第 7代顕 乗 を第 8代即 乗の
マ符

ワ

と し、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ け た り

ま た第 9 代程 乗を第 10 代廉乗 の 付 で 扱い 、 顯

乗 、その 子即乗、廉乗 へ と直系 を中心 に 記述 し

て い る の が特徴的 で あ る。

　 これ は、撰 述 に 当た っ た祖 縁別 宗の 儒 教的思

想 に基 づ く長 子相続制 の 過 度 の 強調 に よるもの

で あ る と、解 せ られ る。前述 、長 乗 に つ い て 、

そ の 功績 を記 して 、長子 継 嗣制 度の も と、後藤

宗家の 藩屏 と して 勘兵衛家を強調 して い る の は 、

そ の 現れ と考 え られ る 。

　光信の 示 す栄乗ま で の 代価を 略表 で示 す と、

下表 の 如 くで あ る 。 代価 の 妥 当 性 は 、 寛文 5

（1665）年 の 折 り紙 に、乗真 の 金色色絵 雲竜 三

所 物 （裏含金棹小柄 栄乗）　 「代 金子七 枚 也 亅 と

あ るとこ ろか ら、高 く設定 し て い る と思 わ れ る。

もっ とも、最 高の 出来物 を基準 と して い る
（29》。

　前掲 『雍州府志』で は 、「祐乗作す る とこ ろ の

三 所物 、 価 、 黄金 三 十枚 あ る い は 五 十片に 至 る 。

その 内、赤銅 魚子の 上 に人 形 ・鳥獣 を雕 るを上 品

とす 。 草木 こ れに 次 ぐ 。 」と記 し て い る 。
こ れ は 、

『秘伝 書』に基づ く記述で あ り、当時 同 書 がか

な り広範に流布 して い た こ とが伺 える
 

。

（表
一1）

作 出 来 物
七 夕 の

目貫笄

武者人形

目貫笄

龍獅 子 の

目貫笄

草花 の

目貫笄

第 1 代

祐　乗

金 五 拾枚 金 三 拾枚 金 二 拾枚 金 拾枚

第 2 代

宗 　 乗

金 三 拾枚 金 二 拾枚 金 拾五 枚 金 七 枚

第 3 代

乗　真

金弐拾枚 金拾 五 枚 金拾枚 金 五 枚

第 4 代

光 　 乗

金拾枚 金拾枚 金 七 枚 金三枚五 両

第 5 代

徳　乗

金拾枚 金拾枚 金 七 枚 金三 枚五 両

第 6 代

栄　乗

金 拾 枚 金 拾枚 金 七 枚 金 三枚五 両

　上 記表 か ら、当時 は 、 『雍州 府志 』が 示 す よ

うに 、細 工 の 困難な武者物等人形紋の 評価 が 極

め て 高か っ た と い え る 。 こ の 時期 に 、 初 代 か ら

の 評 価が 代価 と し て 現 実的 に示 され て い る こ と

は 、後藤家の 三 所物が い か に社会的に 高 く評価

され た か を示 す。 しか し、その よ うな後藤 宗 家

の 高価格 は、後藤 家 の 家 彫 りの 代替 品 と して の

町 彫 りの 隆盛 を導 く結果 とな っ た 。

　 『秘伝書』初刊行 の 後 、 ほ ぼ 30〜 40年後に 著

され た 『後藤家譜』の 時代は廉乗の 代 で あ り 、

そ こ で は 程乗 は

c

符
り

と して 記述 され て い る。町 彫

り の 隆盛 は 、程 乗等 に よ っ て築 き上 げ られ た揺

る ぎな い 後藤家の 家彫 りを頂 点 に 、 新 し い 息吹

が金 工 界 に流 れ 込ん だ こ とを意 味す る 。 その よ

うな 中で 、廉乗を 中心 に 後藤家の 威信 を高め る

べ く図 っ た の が 、 『後藤家譜』で あ る。

　 『後藤家譜 』最終章 の 廉乗 の 項 で は 、直系乗

賢 （1656 〜 1684 年）が宗家で あ る こ とを示す 四

郎 兵衛を名乗 っ た こ と を明 記 し 、 続 い て乗賢の

死 後 、 仙 乗 の 子通乗が 養子 とな っ た と こ ろ で 『後

藤家譜』の 記述 は 終わ る
 

。

　乗 賢が 、四 郎兵衛 を名 乗 っ て い る点 は、注 目

に値 す る。光信 の 『秘伝書』で は、32 歳 で 若 く

して 死 亡 した第 8 代 即乗 を四郎 兵衛 と記 述 して

お り 、 即乗が か な り後 で つ け られ た諡 で あ る こ

とが 分か る 。 こ の 点 で は 同 じ く、乗賢も死 後贈

られ た諡 で 、生 前 に宗 家四 郎 兵衛 を襲名 した 可

能性 が 高 い 。乗賢 の 作 品の 存在 に つ い て は 、野
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田敬明 『金 工 鑑 定秘訣』文 政 3 （1820）年 に も

下記の よ うに示 され て い る
（32）

。

　 「光嘉　没後乗 賢 ト云乗 賢作光 壽 ト裏雕 附 ノ

小 刀柄 ア リ

　 　 　隣聖院乗 賢居 士貞享 元年四 月十 九 日」

　さ らに 、 同書は 、 同苗の 花押 と各代宗 家の 花

押 を詳 細 に記載 し、演 乗 の 自身銘 、略式 花押 も

記 され て い る。ま た 、同書に は 廉乗や通 乗の 花

押 が 示 されて お り、特 に廉乗 の もの は後 藤四 郎

兵衛家史料 の 「元 禄 大判雛形 」 の 花押や 「大判

花押控」 の もの に 近似 して い る
（33）

。 しか し 、

西 脇康が 勘兵 衛文 書等か ら廉 乗 とした悦 乗 の 花

押 （34） とは様 相 を異に する。

　確 か に 、廉 乗 と され て い る大判 の 元書 で 『金

工 鑑 定秘訣』 の 三 所物等 と同 じ様相 を持 っ 花 押

は 未 見 で あ る が、同一の 分銅 花押刻 印 は存在 す

る 。 ま た 、 廉乗 、 通 乗 共作 の 小 柄 が 、津軽家伝

世品 に存在す る 。

　 これ ら の 花押 の 在 り様 か ら、新た に悦 乗の 花

押を廉乗の 花 押 と比 定す る に は 、 今後 の さ らな

る研 究を 必 要 とす る 。

4 ．終わ りに

　 こ れ ま で懸 案に な っ て い た 『後藤家譜』の 正

確 な翻刻 と書 き下 しは 、 石 島勇の 協力 の 下に 行

われ 、 さらに我 々 は 『後藤家譜』 の 基 本的性 格

と、撰述者で あ る祖 縁別 宗 に っ い て 調 査 を行 っ

た。残念な が ら演 乗 と祖縁 別 宗 と の 関係 に つ い

て は、跋 文 で 「方外 の 交わ りを為す 亅 と述 べ て

い るだ けで深 く説 明 されて い な い 。

　 また 、祖縁 別宗 に つ い て は 、最近 の 李 元植 『朝

鮮 通信使 の 研 究』で 調査 、研 究以外 に 殆 どな く、

後藤家 との 正 確 なつ なが りも不明で あ る。そ こ

で 、我 々 は 、富田景 周 『燕臺 風 雅』 と 『槎客通

筒集』及 び 『相國寺史料』等か ら 関連 箇所 、 及

び 年譜 を、今 後 の 後藤家研 究 者の た め に添 え 、

参 考に 資す る こ とに し た
。

　 こ れ ら祖 縁別 宗に つ い て の 調査 とは別 に 、今

回 の 『後藤家譜』の 石 島勇 に よる翻刻 と書 き下

しを通 して 、 本稿 2 章 で述 べ た よ うに 、こ れ ま

で と は別 な視点 、 す な わち、光乗 の 時代 の 始 め

に 、和泉国の 堺 か ら後藤宗家等が 京都に 移 り住

む よ うにな っ た こ とが 判 明 した 。 そ こ で 、後藤

家 と堺 との 関連の 研 究 が今後必 要に な る こ とを 、

本稿 で 提起 して お い た 。

　 こ れ らに つ い て の 研 究は 、今後 の 西脇康の 後

藤 祐徳研 究等 、更 なる識者 の 研 究 に期待 す る と

ころ 大 で あ る
（35）

。

　な お 、 3 章で は 、 後藤喜右衛門尉 光信 『秘伝

書 』 に よる簡 略系 図や 作品評価 を示 し て お い た

が
、 第 8 代即乗 に つ い て は 、大判や分銅 との 関

わ りで 不 明な点 が多 い 。文政 三 年刊 『金 工 秘訣』

で は 、即乗を 「即乗雕琢の 光景真に 名人 の気 象

あ り、程乗作 の 最上 の 出来物 と見ゆ る もの な り。

惜 しむ べ し早世」と高い 評価 を下 し て い る  
。

　加 えて 、 『後藤 家譜 』 が 示す よ うに、即乗 の

長子 、廉 乗、そ し て 廉 乗 の 養子 通 乗 に つ い て の

研 究 には、廉 乗 の 直系 で あ る乗 賢に つ い て の 研

究が 必 要 で あ る。乗賢 が 四 郎兵衛 を嗣 ぎ、宗家

と して の 地位 を暫 定的 に も保持 して い た可能 性

が残 る 。 今後 、花 押等 の 確 認 と検 証 が 必 要 とさ

れ る。乗 賢 に つ い て の 研 究 は 、後藤 四郎 兵衛 家

文書や勘 兵衛家文書等 に 記載 が殆 どな く、今 後

の 資料発 掘が課題 で あ る。

　 最後に なる が 、 東大 史料編纂所所蔵転写 本に

は 、 勘 兵衛家最後 の 当主 後藤源 實光文 に よ り書

き込 ま れ た と思わ れ る 『後藤家譜』に つ い て の

評 価が 、内表 紙に 「此一巻 、角 実 ノ景 図 於東武

二 焼 失後 、 後藤四 郎兵衛 事可差置 タ メ 、 是
一

巻

作 ル 。 甚違 書 也 。 実 ノ 景 図 ハ 秘 中 ノ 秘 也 。 可

秘 々 々 ト云 々 」
（37 ） とあ る 。 確 か に 、違書、す

なわ ち異本 で あ っ て 、そ の た め物語風 に な っ て

お り、史 実 とはか な り相違す る と思 わ れ る部分

もあ る 。

　 これ ら の 点 を考 慮 し 、 我 々 は 、 今 後更 なる歴

史的事実 と の 関連 で 検証 をすす め て い く必 要 が

あ る。
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を 日野 弘資に 学び 、 絵は 狩野 家に 学ん で 頗 る

見 事で あ る 。
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に 、演乗 が元禄 二 年 三 月 中に松雲 侯 （前 田 綱
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譜 （7） 、 月刊収集、第 24 巻 6 号、1999 年 、

26〜30 頁 。

（28）　 「廉乗 …… 「家業 上 達 、名 誉得 タ リ」
…

　 ・略 ……方 乗 「父 ノ業 ヲ 継 ト雖 モ 、愚鈍 ニ シ

テ 不 調法 ナ リ」 、典乗 「家 ノ業 ヲ継 ト雖 モ
、

未熟 ナ リ」 」 西脇康 ： 前掲 書、大判 座後藤 と

一門の 系譜 （7）、27〜 8 頁 。

（29） 後藤喜 右衛 門尉 光信 ： 前 掲書 。

（30）黒 川道 祐、立 川美彦編 ： 前掲 書、258頁 。

　（31）翻刻 資料参照 。

（32）野 田敬 明 ：金 工鑑 定秘 訣 、 巻之 二 、 文政

三 年 、
19 ／1 頁 。

（33） 野 田 敬 明 ： 前掲書、巻 之 二 、ll ／2 頁。

（34）西 脇康 ： 前掲書、大判 座後藤に 伝来 した

大 判鑑 定史料 に つ い て （6） 、月刊 収集 、第

25 巻 5 号 、2000 年 、20 〜 21 頁。

（35）　 「後藤
一

門 の 系譜 ・ 系図類 は 、い ずれ も

元 禄期 以降に 調整 され た もの で あ り、織 豊期

の 史料 に 登 場す る 後藤
一門 の 多くが 脱落 して

い る こ とが判 明」 した と して い る。西 脇康 ：

日本 計量史 学会報 告 、 大判 座 ・後藤 ・彫物 師

後藤 の 花押銘 に つ い て
一資料批判 に よる歴 史

事実の 接 近 一
、
2000 年 、

6 頁 。

（36） 野 田 敬明 ： 前掲 書、巻之 一
、 21 ／ 1 頁 。

（37）翻 刻 資料参照 。 なお 「後藤小 三 郎 関係 文

書が 、 明暦 の 大火 （1657 年） で焼 失 した 亅 と

い う滝沢 武 雄の 解説 と の 連動 で 、後藤 宗家 の

資料が 明暦 の 大火 で 焼失 した とされ る 。 しか

し、後藤宗家廉乗 の 江戸 定府は 、 寛文 2 （1662）

年 で あ り 、 そ の 後 の 火 災の 被害に よ る と推測

され る 。 滝沢武雄 ：徳 川時 代の 金座 を読 ん で 、

木村荘悟 、 東 京市 史外編 ： 徳川時代 の 金座 、

聚海 書林 、昭和 63 年 、 解説 7 頁 。 なお 、桑原

羊次郎は 「廉乗生 涯 中、後藤家 に 取 りて 最 大

不 幸事 は、明 暦三 年 の 正 月十 八九両 日江戸 の

大火 に よ りて 、居 宅什宝及 び 先祖 よ り伝来 の

記 録 系 図 等を 残 らず焼失せ し事 で ある 。 従 っ

て今 日系図 と稱す る者は 、京都後藤家の 記録

等に よ り編輯せ し者 で あ る」 として い るが 、

今 日 の 東 大 で の 後藤 四郎 兵衛家文 書 の 整 理 等

か ら従来 の こ の 見 解に つ い て は 、訂正 す る必

要 が ある 。 桑原 羊次郎 ；前掲書 、 173 頁 。

AStudy 　 of
”
The　6θnealogy 　of

　 　　 thθ GOTO　Family
”

Kenji　YAMADA

　　 Thθ 6θηθ∂ノogy 　 of 酌 θ 60π 冫 Family 　 was

compiled 　by　Betusyu 　SOEN　　（1658−1714），　 a

friend　of 　Enjyo 　GOTO　（正641− 1693），　in　Genroku

2　（1689），　　It　was
，　at 　the 　request 　of 　Enjyo

GOTO．　This　genealogy 　was 　a　basic　historical

source 　 of 　the 　GOTO　family　who 　was 　the

exclusive 　maker 　of 　balance　weights 　and 　Oban

（Gold　coin ）　in　the　Edo　era ．

　　Until 　　 recently ，　　 many 　　historians
，

inclusive 　of 　metrological 　historians ，　did

not 　know　the 　career 　of 　 Betusyu　SOEN，　 who 　was

aBuddhist 　priest 　of 　the 　Rinzai　sect ．　However，

the 　source 　ofBetusyu 　SOEN
’
spersonal 　history

was 　　discovered 　　by　　the 　　institute 　　of

compilation 　of 　historical 　documents 　in　the

Shyokoku 　temple 　in　1987 ．

　 　 He　devoted 　 his　entire 　 career 　to　studies
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of 　Chinese　classical 　literature　and 　poetry ，

and 　gave 　assistance 　to　the　envoys 　from　the 　Ri

dynasty　（Korea ，　1392−1910）　as 　an 　interpreter

on　the　occasion 　when 　they　visited 　Japan　in

Shyotoku 　5　（17 正5）．　He　was 　one 　of 　the 　most

famous　scholars 　of 　Chinese　classical 　poetry

in　his　 time 　and 　became　 the 　103「 d
　chief 　priest

of 　Shyokoku 　temple 　in　Genroku 　12　（1699）．

　 　 As　a 　result 　of 　my 　research 　on 　this

genealogy ，　 I　found　that 　 the 　GOTO　family 　was

one 　of 　the 　richest 　merchandising 　firms
，
　 which

developed 　the 　business　from　the　golds 皿ith　and

silversmith 　in　the 　early 　modern 　age ．

　 　 I　wish 　 to　 thank　 Mr．　Isamu　 ISHIJIMA 　 for

his　collaboration 　on 　this 　project ．　With　his

help ，　I　was 　able 　to　translate 　this 　genealogy

from　classical 　Chinese　to　current 　Japanese．

Mr．　Isamu　ISHIJIMA　is　a 　scholar 　of 　Chinese

classical 　literature，　 and 　has　made
，　 among

others ，　the 　detailed　 study 　 of 　Jozan　 ISHIKAWA

（1583−1672＞．

祐 乗者 、美濃州 人也 。 姓藤原 、 氏後藤 、 號四

郎 兵衛 、諱 祐乗 。 其先、出 自兵衛尉 實基 、乃

左衛門尉 基綱之 後也 。 家世業武 、食 采 邑
注 1）

於 濃州某縣 、 遂 家焉 。 今 俗稱 美濃 後藤者 、亦

乗 之末裔也 。 後藤 氏者 、元 近衛 殿 下 之 家 臣 、

即 人 藤之
一

也八藤者 、進 藤 、 齋藤、近藤乏類 、是

也。

　 注 1）采 邑 　領 地の 意。

乗 自幼穎悟 、好彫刻 。 及 長 、 仕將軍 義政公 幕

下 、 公 命之 為扈從
注 2） 一

隊之長 。 乗 隊 中之士 、

有犯公 法， 公 怒以為乗之 罪也 廼 囚乗于
一室 。

議 其罪 殆將棄市
注 3）。乗 旦 夕遙拜 日吉山王 権

現
t「　4）、祈免 其罪。偶得 一桃核 、手刻 山 王 七

社 之神 輿、船一十 四艘 、 猿 六 十三 頭 。 其細密

也 、非 言語 之所 及 也 。 遂聞相公 。
々

一
見而 大

奇 之 、 且 知乗非常人 也 。 廼釋 其罪 、因命 造 軍

器 。

　 注 2）扈 從 　将 軍 随 行 の 従 者。

　 注 3）棄市 　死 罪 に し て盛 り場 に さ ら し見 せ しめ にす る刑。

　 注 4） 日吉 山 王 権 現 　 日枝神 社。比 叡 山 の 東、琵 琶 湖 辺

　 　 に 在 る。

翻 刻 〈凡 例 ＞

1 原文は、適宜句読点等を施 し異体字は 通行字 に 改め る 。

2 判読 に 便 あ ら し め る た め 、私 に 段 落 を 区 切 る。

3 参考 に 資す る た め 、書 き 下 し 文 及 び 注 記 を 付 す。

4　底本 は 、それぞれ 『後藤家譜』は 東京大学附 属 図 書

　 館　旧蔵転 写 本 、『槎客 通 筒集』は 内 閣 文 庫 蔵 板 本 、

　 『燕 臺 風 　雅』は 内 閣 文 庫 蔵転 写 本 に よ る 。

1　 『後藤家譜』

　 此 一
巻 、角実 ノ 景図於東武 二 焼失後、後藤 四 郎兵

　 衛事 可差置 タメ、是
一

巻 ヲ 作 ル
。 甚違書也 。 実 ノ

　 景図 ハ 秘中 ノ秘也。可 秘 々 々 ト云 々
。

祐乗

祐 乗 は 、美濃 の 州 の 人 な り。 姓 は 藤原 、 氏 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いみ tt

後藤 、號 は 四 郎兵 衛 、諱 は祐乗 。 そ の 先 は 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t 「tlt

兵衛尉 實基 よ り出で 、乃 ち左衛門尉基 綱 の 後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ い い み

な り。 家は 世 々 武 を業 と し、采 邑 を濃 州某 の

縣 に 食み、遂に こ こ に家す 。 今俗 に美 濃後藤

と稱 する は 、ま た 乗の 末裔 な り 。 後藤 氏 は 、

元 近衛 殿 下の 家 臣に して 、即 ち八藤 の
一

つ な

り八 藤は、進藤、齋藤、近藤 の 類 、こ れ な り。

後藤家譜

祐乗

　 　 　 　 え い ニ

乗幼 よ り穎悟 、彫刻 を好 む 。 長ず る に 及び 、

將 軍義政公 の 幕 下 に 仕へ
、 公 これ に 命 じて 属

饗一隊 の 長 とす 。 乗 が隊中の 士 、公 法 を犯す

こ とあ り。 公 怒 りて以 っ て乗の 罪 と為す な り。

計量史研究 24−2 ［26〕2002，4g
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すなわ　　　　　　　　　　 　　　　し う

廼 ち乗 を
一

室 に 囚す。その 罪を議 して 、殆 ど

蒋に藁希せ ん とす 。 乗篁夛日吉山王 権現を遙
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 たま た ま

拜 して 、 その 罪 を免れん こ と を祈る 。 偶 々
一

つ の 桃核 を得て 、 手つ か ら山王 七 社の 神輿 、

船
一

十 四艘 、猿 六 十三 頭 を刻 む 。 そ の 細密 な

る こ と、言 語の 及 ぶ 所に非 ざるな り 。 遂に相

公 に聞 こ ゆ。公一見 して 大 い に こ れ を奇 とす 。

且 つ 乗の 非常の 人 なる こ と を知 る。廼 ちその
　 　 ゆ る

罪 を釋 し、因 っ て 命 じて 軍器 を造 らしむ。

乗於 是為鏤 工 、而以 黄金 ・白銀 ・赤銅造飾剱

之具。衆 人 莫不 憐 之 。 剱 具 者、橢 頭 ・縁 ・鐺 ・鞘

口
・
折 金 ・曲 形

・
裏尾、謂之七 所物。又 加笄 ・目貫 ・

削 刀柄 、謂之十所物。今、除鞘 口 加鍔。

乗 又 發憤而 自奮 日 、　 「吾 既失職辱 先祖也 。今

勢不 可 復矣 。 苟 不 以工 而 震名 于天下 、 復何 面

目封人 乎 」 。 遂發誓約 、

一
七 夜、夜 々 丑 時、

詣 北野 廟 注 5）、殫精傾 誠、以 祝 焉 。 期滿 之 辰 、

神 林之 中、忽見 一牛、乗喜 有感應 。 自是 手 藝

日精、漸得聲 譽而多有奇異 或彫 龍投於水 中、

則 有飛 騰 之 勢 。 有時告妻視之 。 妻 日 、　 「失武

為 4 雖有 如 弗興南本之神 奇
注 6）

、 奚足 貴乎」。

乗 聞之而慙。 自爾無 有此奇異也 。 乗之 巧 妙 、

若悟 之於性6 非積習所能致 故別成
一

家之 法。

后 之稱 名手 者 、皆莫能企及 也 。

　 注 5）北 野 廟 北 野 神 社。京 都 市上 京 区 に 在 り、菅 原 道 真

　 　 を 祀 る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お こ

　 注 6）如 弗興 南本 之神 奇意 味 は 不 明。　「如 弗興」 は 「興 ら

　　堯る が 如 き」 と訓 じて お く 。 また、南 本 は、蜀 の 張 南

　 　 本 の こ と で、南本 が 火 を描 くの が 得 意で 辟支 仏 が火 中

　 　 で 坐 禅 を 組 ん で い る 姿 を描 い た と こ ろ、あ た か も煙 が

　 　 立 ち 上 り稲 妻 が 閃 き、林 を焼 き原 を燃や す勢 い が あ っ

　 　 た と い う故 事 （『琅邪 代酔 編』所 引 「画 品」 ） に拠 る

　 　 か。

由 是、公 數命之 彫器 。 公 目視之 、 不 自知其擲

之 前於 席也 。動 公 之冠与乗 之烏帽子 相接 作聲

也 矣 。 凡 塗霊 液于鏨頭 、則便 彫金鐵 。故乗頻

塗 之 鏤焉 。 公 不知其所 以、漫 自舐數柄 鏨頭與

之 、率 以為 常。其厚 遇 可知矣 。 公 徴他 事末利

者 、則 必在 厩、使近 臣営辨其器物。有唯乗如

斯 。 蓋所 以不忘其本 也 。 自是 名聞 四海 。所鏤

之剱具、貴如隋珠趙璧 注 7）。乃鐫雁 ・烏及 九曜

之 三 笄、以為青氈
注 8）

。 天 下皆知為其名器也 。

　 注 7） 隋珠 趙 璧 貴 重 な もの の た と え。隋珠 は 、隋国 の

　 　 君が 傷 つ い た 大蛇 に 薬 を つ け て 治 して や る と、の ちに

　 　 長 江 中か ら珠 を ロ に くわ え て 出 て 恩 を返 した故 事 に

　 　 　 　 　 　 　 　 か

　 　 よ る。ま た、趙 璧 は 和 氏 の 璧 と もい い 、春秋 時 代楚 の

　 　 卞和 が Ltt中 で 得 た 宝 玉 。掘 り出 した ま まの 玉 を楚 の 属

　 　 王 に 献 じ た が 、偽物 と疑 わ れ 罰 と し て左 足 を 切 られ 、

　 　 次 に武 王に 献 じて ま た右 足 を切 られ 、そ の 次の 文 王 が

　 　 玉 を磨 かせ て 初 め て 本 当の 宝 玉 で あ る と認 め られ た。

　 注 8） 青氈 　家宝 の 意。王 献 之 が 盗 人 に 入 られ た とき、

　 　 青氈 は 家 宝 だ か ら盗 む な と い っ た 故 事 に よ る。

　 　 　 　 　 　 　 るい： う

乗 こ こ に於 い て 鏤工 と為 りて 、黄金 ・白銀 ・

赤銅 を以 っ て剱 を飾 る の 具 を造 る 。 衆人 こ れ

を審ま ざるは 寞し
。 剱 具 とは、橘 頭

・
縁

・
鐺

・
鞘

口
゜
折金 ・曲形 ・裏 尾 、こ れ を 七 所 物 と 謂 ふ 。ま た

笄 ・目 貫 ・削刀 柄 を 加 え、こ れ を 十所物 と謂 ふ。今 、

鞘 口 を 除 き 鍔 を 加 ふ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ る

乗 ま た 憤 を發 して 自ら奮ひ て 日 は く、 「吾既
　 　 　 　 　 　 　 　 は つ か し

に職 を失ひ 先祖 を 辱 む るな り。 今勢 ひ復す べ

か らず 。 欝 くも工 み を以 っ て名 を天 下 に震は

ざれ ば 、復 た何 の 面 目あ っ て 人 に封 さん や 」

と。遂 に誓 約を發 し、一七 夜 、夜 々 丑 の 時、
　　　　　　　　　つ
北 野廟 に詣 で 、精 を殫 く し誠 を傾 け て 、以 っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と き

て こ こ に祝 す。期満 の 辰 、 神林 の 中、忽 ち
一

牛 を見 る。乗慇態有 る を喜ぶ に 、 こ れ よ り手

藝 日 に 精 し く 、 辮く聲譽 を得 て 多 く奇異有 り。

或 は 龍 を彫 りて 水 中に 投ずれ ば、則 ち飛騰 の

勢 有 り 。 時 に妻 に告 げて こ れ を視せ し む る こ

と有 り 。 妻 日 は く、 「武 を失ひ て 工 と為 る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いへど　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なんぞ

興 ら ざるが 如 き南本 の 神奇 有 りと雖 も 、 奚 ぞ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は

貴 とす る に 足 らん や 1 と。 乗 こ れ を聞 きて 慙づ
。
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し か

爾 し て よ り こ の 奇異有る こ と無 し。 乗 の JEIS）、

こ れ を性 に悟 るが碧し 。 積習 の 能 く致す所 に

非ず 。 故 に別 に
一家の 法 を成 す 。 后 の 名手 と

稱 さる る者 、 皆能 く企 て及 ぶ 寞し。

これ に 由 りて 、公 數 々 これ に彫器 を命す 。 公
　 　 　 　 　 　 　 お の † 　　　　　　ひ ざ　　　　　　す †

目こ れ を視て 、 自 らその 擲の 席 に前 む を知 ら
　 　 や や

ず 。 動 もすれ ば公 の 冠 と乗の 烏帽子 と相接 し

聲 を作 るな り。 瓮そ 霊 液 を鑿饋に 塗れ ば、則
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し き

ち金鐵 を彫 るに 便 な り。 故 に乗頻 りに これ を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ ゑ ん

鏤 に 塗 る。公 その 所以 を知 らず して 、漫 りに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ た 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お お む

自ら數柄の 鏨頭 を舐 めて こ れ を與ふ るを、率

ね以 っ て 常 と為す 。 そ の 厚 く遇 す る こ と知 る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う ま や

べ し 。 公 他事末利 を徴す る者 は、則 ち必 ず 厩

に在 り て 、近 臣 を して そ の 器 物 を營辨せ しむ。
た だ

唯乗 の みか く の 如 き有 り 。 蓋 しそ の 本 を忘れ

ざる所 以 な り 。 こ れ よ り名 は 四 海 に 聞 こ ゆ。

鏤 す る所 の 剱 具 、 貴き こ と隋珠趙璧 の 如 し 。

乃 ち雁 ・烏及 び 九曜 の 竺肄を鑰り、以 っ て 菁毳

と為す。天下皆 その 名器為 る こ と を知 る。

筒の 鏤る所 の 桃核 、今幣嶐薗に 在 りて 、 土人

日吉社 の 神 と為 す 。 徃徃 薬講立 ち どこ ろ に應
　 　 　 　 　 　 か 　 　ひ

ず 。 神 霊 の 加 被有 る に 非 ざら しむれ ば、何ぞ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の ち　 　 　 　 　 い た

能 く こ こ に臻 らん や。乗 後 に 壽 を以 っ て 終 は

る 。 實に永 正 九年壬 申五 月 初七 日な り 。 春秋
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い

七 十 ま た 三 。 二 子有 り 、 宗乗 と 日 ひ 、 昌尊 と

日ふ 。 その 遺骸 を以 っ て 、蓮臺寺石 蔵坊 に 葬
　 　 　 な ほ

り 、 今尚存す 。 祐乗、始 め 倭訓を以 っ て こ れ を呼

び 、後称す る に 音を以 っ て す。或 は 云 は く、　「祐 乗

剃髪 して 法印 に 除せ らるj と。その 説非な り。今、

そ の 所 蔵 す る 叢像 を 見 れ ば、則ち頭 に 烏帽を載せ 、

身に蘇芳を被 る 。 鶴髪、霜鬢、儼然た る 武 人 な り。

當時醫師山脇法印祐乗 と い う者有 る は 、乃 ち 山 脇 道

作 の 祖 な り。恐 ら くは 後 人 こ れ と誤 りた る か 。

宗乗

宗 乗 、號 四郎 兵衛 。 其先 、本籍美 濃 。 父 祐乗

左 授 、遂遷居 洛陽 、以能繼 父 業 、 得 名 。 與弟

昌尊家學倶 造其妙。

向之所鏤桃核 、今在常陸 國 、土人 為 日吉社 之

神 。 徃 徃榮薦 立 應。使 非有神霊 之加 被、何能

臻 此乎。乗後 以壽終。實 永正 九年 壬 申五 月 初

七 日也 。 春秋 七 十 又 三。有 二 子 、日 宗乗 、 日

昌尊 。 以 其遺骸、葬於蓮臺寺石 蔵 坊、今 尚存 。

祐乗 、始 以倭 訓 呼 之 、後 称 以 音 。 或 云 、　 「祐乗剃髪

除法印 亅。其 説 非 也。今 見 其 所 蔵 畫像、則 頭載 烏帽、
』

身被蘇芳。鶴髪、霜鬢、儼然武 人 也 。當時有醫師 山

脇法印祐乗者、乃山脇道作之祖。恐後 人 誤 此 平 。

　 　 　 　 　 　 ゑ tT く

此 説 非 也。祐 乗像 画 所 ハ 有 髪 之 節 之 記 、霜 鬢ハ 画 ノ曲 也。

右 注 ノ 通 リ タル 時 ハ 法号 別 ニ ア ラ ン 。既 蓮臺 寺 二 建 候 所

之 石 碑 二 法 号祐乗 トア リ、則 祐 乗 ト称 ス ル 事、世 二 智所

之 法印。後 花 園院 勅 許 之 事、官 家之 記 録 二 分明 也 。

昌尊 工 彫魚 ヒ 子 、世稱 高絶以鏨彫 金 銅 。 疊 如 魚

鱗 、細 末 似 沙。俗 謂 之 魚 々 子。又 作 七 々 子。
一

夜

夢 蒔魚 ヒ 子 形、如撒芥 子 而蒔地 上。故俗 日 蒔魚 々 子

於 閻羅 王 宮天 井。覺後 、一
日無 病而終 。 凡藝

術精粹 、 徳 業、彌滿 世 。 致於霊應 者、頗多矣。

如 曩 孔夫 子 奠於 両楹之 間、李長 吉獲於
一

版 之

書
注 9）

。 昭 々 乎 載於藉 也 。 且非借 冥矯衆 之儔

矣。故今 昌尊之感冥 府、誠可 徴 、 不 誣也 注 LO）
。

　 注 9）曩 孔 夫子…　孔 子 が 堂 上 の 東 西 に 在 る二 本 の 大柱

　 　 の 間 で か り もが り をす る 夢 を 見 た 故事 （『礼 記 』檀 弓

　 　 上）、李長 吉 （名 は 賀 ）の 故事 は 「長 吉将 に 死 せ ん とす

　 　 る時、或 る 昼 に
一

緋 衣 の 人、赤蚪 に 駕 し、一
版 書 の 、

　 　 太古 の 篆或 る は 霹 靂 の 石 文 の 若 き者 を持 つ を見 て 、云
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つひ

　 　 は く、『当 に 長 吉 を召す べ し』 と。長 吉 了 に 読む 能 は

　 　 　 　 お

　 　 ず 。 数 き て 榻 を 下 り 叩 頭 し て 言 は く、『剛 老 い 且 つ

　 　 病 む。賀 去 る を願 は ず 』 と。緋 衣 の 人 笑 ひ て 曰 は く、

　 　 『帝 白玉 楼 を成せ り。立 ち どこ ろに 君 を召 し て 記 を為
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　 ら しむ。天 上 の 差楽、苦 し か ら ざる な り』と。 亅 （『唐

　 詩 紀 事』李 賀な ど）に 拠 る。

注 10）可 徴、不 誣 也 確 か な こ と で あ り、有 り も しな い

　 こ と を有 るか の よ うに 言 っ て い る の で は な い 。

宗乗

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も と

宗乗 、 四 郎兵衛 と號す 。 そ の 先、本美濃に籍
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

す 。 父 祐 乗左授 し、遂に遷 りて 洛 陽に 居 り、

能 く父 の 業 を繼 ぐを以 っ て 、名 を得。弟 の 昌
　 　 　 　 　 　 　 と も　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い た

尊 とと もに家 學倶 にその 妙 に造 る 。

昌尊魚妾手を彫 るに讐み に し て 、世嵩羅な る

を稱す鏨 を以 っ て 金 銅 を彫 り、畳 た る魚 の 鱗 の 如 し、

細末沙 に 似 た り。俗 に こ れ を 魚 々 子 と 謂 ふ 。ま た 七 々

子 に 作 る。
一

夜 魚 々 子 を藺蘿王 宮 の 天 井 にtiす
　 　 　 　 　 　 け　 　 　 　 　 　 　 し　 　 　 さ ん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

る魚 々 子 の 形 、芥 子 を撒 じて 地 上 に 蒔 くが 如 し。故

に 俗 に 蒔 と 日 ふ を夢む。堯め て 後、一
日も病 無

　 　 　 　 　 　 お よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いよいよ

く し て 終 る。凡 そ 藝術 の 精粹 、 徳業 、 彌 々 世

に 滿 っ 。霊應 を致す者 、巓 る多 し 。 翼に孔 夫
　 　 り t う え い 　 　 　 　 　 　 　 　 お

子の 両 楹 の 問 に奠 き、李長吉一
版 の 書 を獲 る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ば ら く

が 如 し。昭 々 乎 と して 藉 に載すな り 。 且 く冥

を借 りて 衆 を欝 る の

と

籌
ら

に 非ず 。 故 に 今昌尊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

の 冥 府を感ずる は 、 誠 に 徴す べ く し て 、誣 ひ

ざる な り。

乗真

乗真者、宗乗 之子。家學益 工。襲二 世 之精 藝、

為時 見稱 。且事義晴相公 。

後奈良院某年五 月五 日 、凶賊 圍營 内甚 急。乗

真 与衛士 力拒戰而 死
注 n 》。故相公 得脱 也 。 後

徴 其 子光 乗而告 之 日 、　 「汝父 已 際端午節、效

此至 忠 注 12）
。 我 安可 不 旌 其功乎 。古云 、徳懋

懋 官 。 功懋 々 賞 。 以茲 钁厥 忠於 金石 、垂厥名

於 竹帛。 今也 、汝以艾子 菖蒲筧鉤倭俗訓登 比 毛

多世 三 品 、以 繍衣 紋 。是 即所 以 欲永記 父 之 功

烈 、傳 于無 朽之 謂也」 。 自時厥後皆用此衣 紋

矣 。 豈是
一

時盛譽 、 百歳流芳 耶 。 乗 真之祖 、

世聯鏡乎武 肌 今 雖為 鏤工 、實未 嘗辱武名也 。

倭 朝 、衣 上 繪 星 月 ・禽獸 ・花草葉實 之 形為符験、別

氏 姓 。故 自古多賞功賜紋。後藤本以 九 曜 為 紋 。 尓後、

用此 二 紋。

　 注 11）後奈 良 院某年 … 「徐藤家系図 亅 に は 、　「永 禄五 壬

　 　 戌 三 月 六 日 死 ／ 別名源 四 郎／ 四 郎 兵 衛 ノ リサ 子 ／ 五

　 　 八 歳 」 と あ る。永 禄 五 （1562 ）年 は 正 親 町 天 皇 の 在 位

　 　 で あ り、月 日 も三 月 六 日 とあ り、家 譜 の 記 述 と 異 な る。

　 注 12）際 端 午節、效此 至 忠 　端 午の 節 句 は 、中国 の 戦 国

　 　 時 代 が国 の た め 忠節 を尽 く した が 追放 され、汨 羅 に 身

　 　 を投 じ て 死 ん だ 楚 の 屈 原 を悼 ん だ こ とが 始 ま り と さ

　 　 れ る。

乗真

乗 真 は、宗乗 の 子 。家學益 々 工 み な り 。 二 世
　　　　 つ
の 精藝 を襲 い で 、時 の 為に稱せ らる 。 且 つ 義

晴相 公 に 事ふ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ニ

後 奈 良院某年五 月 五 日、凶賊 營 内 を圍 む こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ と

甚 だ急 な り。 乗 真衛士 と力め て 拒 戰 し て死す 。

故 に 相公 脱 し得 た り。 後 その 子光 乗 を徴 して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す で

こ れ に 告げ て 日 は く、　「汝 が 父 巳 に 端午 の 節

に 際 して 、 こ の 至 忠に 皴ふ 。我安 んそ そ の 功

を 窟さ ざる べ けん や 。 古 に 云 は く、徳憲なれ

ば 官 を懋 にす。功懋 なれ ば賞を懋 に す 、 と 。

こ こ を 以 っ て その 忠 を金石 に 鏤 り 、 そ の 名 を

竹 帛 に垂 る。今や 、按旻学、菖蒲 、 覧蒟倭 俗 豊
ひ 　 も　た　せ

比 毛 多世 と訓ず三 品 を以 っ て 、以 っ て衣 の 紋に

繍せ よ 。 これ 即 ち永 く父 の 功烈 を記 し、無朽

に傳 へ ん と欲す る所 以の 謂 な り」 と。時 に よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あれ

りそ の 後皆 こ の 衣紋 を用ふ 。 豈 これ
一時の 盛

譽に し て 、百歳 穿しきを蔬ふ るか 。 乗真の 祖、
　 　 く つ わ 　　　　　　　　　　つら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らへど

世 々 鍍 を武 門 に聯 ぬ
。 今鏤工 に 為る と 雖 も、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は つ か し

實 に 未 だ嘗 つ て 武 名 を 辱 め ざるな り。倭 朝 、

衣 上 に 星月 ・禽獸 ・花草葉實 の 形 を 繪き て 符験 と為
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し、氏 姓 を 別 か つ 。故 に 古 よ り功 を 賞 し紋 を賜はる
　 　 　 　 　 　 もと

こ と多 し。後藤本 九 曜 を以 っ て 紋 と為す。尓 る 後 、こ

の 二 紋を用ふ。

光乗

光乗 、號源 四郎。後改 四郎 兵衛 。 諱 光家。 薙髪

後、 號光乗 。 乗真 之嫡子 也 。 能世家學 、 有出藍

之美 。 時人咸 稱其妙 。 與古法眼狩 野元信
注 13）

同時 。 居亦相遮 元信毎繪
一

圖、必 使光乗評論

之。 其圖畫之 氣韻格制 、莫 不能盡鑑 閲之精妙

也。光乗亦欲鐫刻人 形花鳥、則先使 元 信繪其圖

而依其様也 義晴相公 亦 自圖鞍馬与介蟲、而使

之模焉 。 相公 之 畫本及 元信 之粉本
注 14）

、 至 今

猶家藏焉 。

　 注 13）法眼 狩 野 元信 室 町 時 代の 絵 師。文明 八 （1476 ）年〜

　 　 永禄 二 （1559 ）年 十 月六 日　 84 歳。

　 注 14）粉 本 　絵 の 下書。昔 は 胡粉 で 下書 したの で こ の よ

　 　 う に い う。

之 鐫美尾屋 与 平景清力 戰圖
tS　 15〕於剱 具。鐫武

士 勇悍 英烈 之貌 、蓋 自此始。後公 入 洛 之 日、

洛 中諸 士 迎駕於御廟既 公 不 顧諸士、而乃喚 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cn）

云 「後藤 、 後藤」 。 光乗鞠 窮
E 　16）

而 進 。 公 莞

爾云 、
「適所 彫之剣具、奇麗 可愛 。 我 有 土産 。

必 賜汝亅 。然後 、遣使賜 美濃紙 二 十帖 。

一
時

以為榮。

　 注 15）美尾屋 与 平景 清力戰圖 　寿永三 （1184 ）年 三 月 下

　 　 旬の 源 平 の 屋 島の 戦 い で の 、平 景清 と三穂 谷 十郎 との

　 　 錣 引 （し こ ろ び き） の 様 をい う。

　 注 16） 鞠 躬 　腰 を曲 げ て お じ ぎ を す る こ と。

公 特下 命 云 、　 「人 將垂 老 、則 眼根稍衰 。今後

紹継此業者、四 十歳後、不可 力作鏤 矣亅 。時

已 黄金 ・法馬 、詐 偽 並 興 。 於 是、又 令 之書符

於黄 金上 、刻篆於法馬背符俗 日 判。因 書判於金 上 、

號判 金。法馬者、天 平之銅 錘也 。 倭俗是 謂 分銅 。 天

下皆 取以為験 也，乃使 之爲彼 退身 之食 料 注 17）
。

逍今 其子 孫届 年四 十者 、世若斯 。

　 注 17） 退身 之食 料 　引 退 後の 食 い 扶 持 。

光 乗

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 のち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い みな

光乗 、 源 四 郎 と號す 。 後四郎兵衛 と改む 。 諱

は光家 。 薙髪 して 後 、 光乗 と號 す 。 乗真 の 嫡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ

子 な り 。 能 く家學を世 ぎ、出藍 の 美有 り 。 時
　 　 　 　 　 　 　 　 い に しへ　　　dts・げ ん

人 咸 そ の 妙を稱す 。 古 の 法 眼狩 野 元信 と時を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え が

同 じ うす 。 居 もま た相 近 し 。 元信
一

圖繪 く毎

に 、必ず 光乗 を して こ れ を評論 せ しむ。そ の

圖畫の 氣韻格 制、能 く髪蘭の 轄鈔を盡くさざ

る莫 し。光乗 もまた人 形花鳥 を鐫刻せ ん と欲

す る ときは 、則 ち先づ 元 信 を して そ の 圖 を繪

か しめて そ の 様に 依 るな り 。 義晴相公 もま た

自ら鞍馬 と芥蠶とを菌き、こ れ を して 樓せ し

む 。 相公 の 薑笨及 び元信 の 務笨、今 に 至 る も蕕

家藏 す 。

光乗 年 己邁齒將或 、為 織 田信長 公見遇。公 令

公常懐 祐乗所钁鞍 馬 ・金 目貫目 貫 、剱 繰 之 飾 也。

以 金 銀 銅 鐵、鏤 於 山川 ・
禽獸

・
花木 ・舟楫等之形。

其大
一

寸計 。 是 貼 剣 猴 裏面。俗 謂 是 目貫。有人 問其

由 。 公 日 、　 「妍變
注 IS｝

之態 、既 畢 、浚遽
注 19）

之 氣 、 方暦 。 恰如 活龍 。 欲 諸 粧飾 、未 有獲 其

太 阿
注 20）

、徒 秘而 已 」 。其器 重可 知也 。

　 注 18） 妍饗 　み め よ くか わ る 意。

　 注 19） 浚遽 　山川 を越 え渡 り、は げ しい 意 。

　 注 20）太 阿 　春秋 時代 に 欧 冶子 と干 将が 鋳 た と され る 宝

　 　 剣 の 名。

光乗年 琶に盞き齧將 に螽れ ん とす る に 、 織 田

信長公 の 為 に遇せ らる。公 こ れ を して 美尾屋

と平 景清 との 力戰 圖 を剱 具 に 鐫 らしむ 。 武 士

の 勇悍 英烈 の 貌を鐫 るは、盞しこ れ よ り始 ま，
　 　 　 の ら

れ り。後公 洛 に入 る の 日、洛 中の 諸士 駕を御

廟野 に 迎ふ 。 公 諸士 を顧 み ず して 、乃 ち嘆び

て 、　「後藤 、 後藤亅 と云ふ 。 光 乗翰窮 して進

む 。 公 蕘黹として 云 は く、　「蓋讐彫 る所 の 剣
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具 、奇麗愛すべ し 。 我土産有 り。 必 ず轡に賜

ふ 」 と。然る後 、使ひ を遣は し美濃紙二 十帖

を賜ふ 。

一時以 っ て 榮 と為す。

公 特 に 命 を下 して 云は く、　「人韓に 老 い に箜
な ん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 や や

垂 とすれ ば 、 則ち眼根稍衰 ふ 。 今 後 こ の 業 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つと

紹 継す る者 、 四十歳の 後、力 め て鏤 を作す べ

か らず 」と。時芭に 黄金 ・法馬 、毒薦並 び 糞る 。

こ こ に 於 い て 、また こ れ を し て 符 を黄金 の 上

に書 し 、 蒙を法馬 の 背に刻せ しむ符は俗 に判 と

日 ふ 。 因 りて 判 を 金 上 に 書 し、判 金 と號 す 。
法 馬 は 、

て ん び ん

天 平 の 銅 錘 な り。倭 俗 に こ れ を 分 銅 と謂 ふ 。天下皆

取 りて 以 っ て 駿と為す 。 乃 ち これ を し て 彼 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ

退 身 の 食料 と爲 さしむ 。 今 に 逧ぶ もその 子孫
　 　 　 　 　 い た

の 年 四十 に届 る者 、世 々 か くの 若 し。

公 常 に 祐乗 が 钁す る所 の 鞍馬 ・金 目貫 目貫 は 、

剱 繰 の 飾 な り 。 金 銀 銅 鐵 を 以 っ て 、山 川 ・禽獸 ・花

木 ・舟 楫等 の 形 に 鏤 す 。 そ の 大 い さ
一

寸 計 り。
こ れ

　 　 　 うらお もて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いだ

を 剣綟 の 裏 面 に 貼 る。俗 に こ れ を 目貫 と 謂 ふ を懐 く。
　 　 　 　 よ し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け んへん

人 の そ の 由 を問ふ 有 り。公 曰 は く、　 「妍 變 の

　 　 　 　 つ　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　まさ　　 は げ 　 　　 　 あ に か

態 、既 に 畢 き、浚 遽の 氣、方 に属 し。恰 も活

ける 龍 の 如 し 。 これ を粧飾せ ん と欲す る も、
　 　 　 　 たいあ　　　　 ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いた つ

未 だそ の 太 阿 を獲 こ と有 らず して 、徒 らに秘

す る の み 」 と 。 そ の 器 重 き こ と知 る べ し 。

始 日州刺史
注 2匚）

明知 光秀 、 客光乗舎 。 或時 、

取 其九 曜 ・鴈 ・烏 之 三 笄 、 而 以 黄金 十枚謝焉 。

而 後 光秀獻諸公 。 ヒ熟視之 日 、　 「此三 笄、即

後 藤氏 世 々 所 傳之家珎 也 。何得容 易而 至 于茲

乎」 。即徴 光乗案 其事 。光乗意恐。光秀當 抵

罪 。謂 日 、　 「我 家貧。窮 曽鬻諸光 秀 、以為 瓜

瓠 之 羹
注 221

」 。 公 以其言 、 為然也 。

　 注 21） 日州 刺 史 　 刺 史は 州 の 長官。こ こ で は、日 向 守 の

　 　 こ と。

　 注 22）瓜 瓠 之輿 　 うりや ひ さご だ けの 吸 い 物。粗末 な食

　 　 事 を意 味す るか。

後、以 九曜 ・烏之 二 笄 、賜秀 吉公 、充軍 功之

賞 。 秀吉又頒烏笄於加 藤清正 烏 有戯 水 之 勢。故

俗 目此笄 日 加 藤濡烏。雁 ・九 曜之 二 笄、罹兵火而

亡雁 笄在濃之 大垣 城而 滅。九 曜之 笄在接之 大阪

城而滅 。 有翅烏笄
一

柄 、 而 展 轉至 今 、 現藏加

越能 三 州太守注 23）之武 庫。

　 注 23）加 越 能三 州太 守 　加 賀 ・越 中 ・能 登 の 三 国 を治 め

　 　 る 前 田家。

始 寓泉之 界
注 24）時、世 系圖亦為祝融 氏

注 25）爲

烏 有 注 26）。所 以後 不審 祐乗之父 祖 也。

　 注 24） 泉之 界 和 泉国 堺。

　 注 25）祝 融 氏 火 を つ か さ ど る神。転 じ て、火 災 の こ と。

　 注 26） 鳥有 　無 に 帰す こ と。

惜 哉 、光乗以天 年 下世 。 壽九 十 二 歳 。 實元和

六 年庚 申三 月 十 四 日也 。 有 二 子 、長 日徳乗 、

次 日 長乗。

光 乗 、使 長 乗 事 東 照 大 神 君 。 圍 大 坂 城 時 、

長 乗 亦 侍 幕 下 。 大 坂 以 金 數 十 斤 、募之 。神

君莞 爾 而笑 日、　 「貴哉 、汝頸。汝 其 自珎」 。

後賜 地於洛北巖栖 辻子 注 27）。因家罵 巌栖辻子、

地 名 。 辻 子 、倭俗 謂 小 路 日 辻子 。 細川 勝 元曽居 此 地 、

勝元祖 父 滿 元仁 祠 日 岩栖院 。 為 満 元剏 建 一寺 、因扁

岩 栖 院。初在 東 山、後迂 此 地。又 迂 今 在 瑞 龍 山 下。

故號巖 栖 辻 子。

　 注 27）巖栖 辻子 　 『本 光 国 師 日記』七 慶 長 十 七 年 の 条 に

　 　 「上 京 巖栖院屋 敷、今度後藤拝領被 申候
…

亅 と あ る 。

　 　 大 坂 冬 の 陣 は 慶 長 十 九 （1614 ） 年 の こ と で あ るの で 、

　 　 家譜 の 記 事 と は 時 期 的 に 齟 齬 を 生 ず る。

始 め 日州刺 史明知光秀 、光乗 の 舎 に客 た り。

或 る 時、そ の 九 曜 ・鴈 ・烏の 三 笄 を取 りて 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しか　　　のら

黄金 十枚 を以 っ て これ を謝す 。 而 る後 光秀 こ

れ を公 に鞍ず 。 公 熱萎こ れ を視て 日 は く、 「こ

の 三 笄は 、即ち 後藤氏 世 々 傳ふ る所 の 家珎 な

り。何ぞ容易に して こ こ に 至 るを得 んや 」と。

即 ち光乗 を複 し て その 事を案 ず 。 光乗書に恐
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る。 光秀奮に罪 に縫る べ し。 謂 ひ て 日 は く、

「我家貧 し。窮 し て 會つ て こ れ を 光秀に鸛ぎ、

以 っ て ditrの

あ

i鐸と為す 」 と。公 そ の 言 を以 っ

て 、 蕪り と為す 。

の ち

後 、九 曜 ・烏の 二 笄 を以 っ て 、秀 吉公 に 賜ひ 、
　 　 　 　 　 あ

軍 功 の 賞に 充 つ 。秀吉 もまた烏 笄 を加藤清正
　 わか

に頒 つ 鳥 は 水 に戯 る の 勢有 り 。 故 に 俗 に こ の 笄 を 目

して 加 藤 の 濡れ 烏 と 日 ふ 。 雁 ・九 曜 の 二 笄は 、 兵
　 　 か か

火 に 罹 り て 亡 ぶ 雁 笄 は濃 の 大 垣 城 に 在 り て 滅 ぶ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た

九 曜 の 笄 は 接 （摂） の 大 坂 城 に 在 りて 滅 ぶ 。翅 だ烏

笄
一

柄 の み 有 りて 、展 轉 して 今 に 至 り、現 に

加 越能三 州太守 の 武庫 に藏す。

　 　 　 　 さか ひ

始 め 泉 の 界 に 寓す る 時 、世 系 の 圖 もま た

撹蔽銭の 為に鳥宥と爲 る 。 霍祐乗 の 父祖 を響
　 　 　 　 　 　 ゆゑん

らか にせ ざる所以 な り 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よはひ

惜 しい か な、光乗天 年を以 っ て 下 世す 。 壽 九

十二 歳 。 實に 元和六 年庚 申三 月 十 四 日な り 。

二 子 有 り 、 長は 徳乗 と 日 ひ 、 次 は長乗 と日ふ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つか

光乗 、長 乗 を して 東照大神君 に 事 へ しむ 。 大

坂 城 を薗み し時 、 長乗 もまた 幕 下に侍す 。 大

坂金數十斤 を以 っ て これ を釁る 。 神君 蕘歯と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くぴ

して笑 ひ て 曰 は く 、 　 「貴きか な 、 汝 が 頸 。 汝
　 　 　 　 た か ら　　　　　　　　　　　　のち

そ れ 自ら 珎 な り」 と。 後地 を洛北 の 巖栖 辻子

に賜 ふ 。 因 っ て こ こ に 家す 。 巖 栖 辻 子 は 、地 名

な り。辻 子 は 倭俗 に 小 路 を 謂 ひ て 辻 子 と 日 ふ。細 川

　 　 か

勝元曽つ て こ の 地 に 居 り、勝 元 の 祖父満 元 の 仁祠 を

岩栖院 と 日 ふ。満 元 の 為 に
一

寺を剏建 し、因 りて 岩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うつ
栖院 と扁 す 。 初め東 山 に 在 り、後 に こ の 地 に 迂 る。

また 迂 りて 今 は 瑞龍山下 に在 り。 故 に巖 栖 辻 子 と號す 。

神君 毎歳賜鷹三 聯 、 特 命彫 葵 紋 於 鈴 板 鈴 板 、鷹符

験也。凡畜鷹者 、彫刻我姓名 及家紋于 小板 、以線繋

之尾 下。且懸以小鈴。故 日鈴 板。蓋放 之高揚 、飛 去

造他 邦 。 而人獲 之、則先吹其尾視鈴板。知畜之主 、

則 以 返贈之也 e 是蓋畜鷹之法也。而令 帝 畿五 邦 内

作放鷹 。 只 禁鶴
一

禽而 已 。 蓋 本朝所以 鶴 為衆

禽之長 而最為 貴也 。 後長 乗 自使 工 範壽像 。 其

像前、又 頓鷹師
一
躯、以示 寵恩之 厚 矣 。 元 和

丙辰
注 28 ）三 月二 十六 日終 。 春秋五 十又 六 。

　 注 28） 元 和 丙 辰 　元 和 二 （1616） 年。

　 　 後水 尾 院御 彫 物被好、則 於 小 御 所、光乗 并 勘 兵衛 光 信

　 　 数 日彫 物 相 勤 、其 頃 光 乗 法 眼 二 叙。此 時 与 光信 家代 々

　 　 禁裏御附 二 可 被仰 旨、家康公 よ り被仰渡。

神 君毎 歳鷹 三聯 を賜 ひ 、 特 に 命 じて葵 の 紋を

鈴 板 鈴 板 は 、鷹 の 符 験 な り。 凡 そ 鷹 を 畜 ふ る者 、我

が 姓 名及 び 家紋 を 小 板 に 彫 刻 し、線を 以 っ て こ れ を

尾 の 下 に 繋 ぐ 。 且 つ 懸 く る に 小 鈴 を 以 っ て す 。 故 に

鈴 板 と 日 ふ 。蓋 し こ れ を 放 つ に 高 く 揚 が り、飛 び 去

　 　 　 　 い た　　　　 し ニ う

りて 他 邦 に 造 る 。 而 し て 人 こ れ を 獲 ば、則 ち 先 づ そ

の 尾 を 吹 きて 鈴板 を 視 る 。 こ れ を 畜す る 主 を 知 れ ば 、

則 ち 以 っ て こ れ を 返 贈 す る な り。こ れ 蓋 し鷹 を 畜す

る の 法 な りに 彫 ら しむ 。 而 して帝畿五 邦 の 内に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た だ

鷹 を放 つ を 作 さ しむ 。 只 鶴
一

禽を禁ず る の み。

釜し本 朝鶴 は
し

轄 の 長 嵩りて 最 も貴 き と為
　 　 　 　 　 　 　 の ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 か た

す が所 以な り。後長乗 自 ら工 を し て 壽像 を範
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぬ かつ

ど らし む。そ の 像 の 前 に 、また 鷹師 「 魑 を 頓

か し め 、以 っ て 寵獻の 厚 きを示 す。元 和 丙辰

三 月二 十六 日終 は る 。 春 秋五 十また六
。

徳乗

徳乗 、號 四郎兵 衛。削髪 後號 徳乗。務家学、

馳譽 于時 。 後事 秀吉 ・秀 頼 二 君、恩遇 益渥 。

秀 吉公 、賜食 邑二 百 五 十斛於城勗 注 29》市原
・

中村 ・西 院之 三 村 。 又於 洛之 松 木嶋此 地 、 松

樹數株、其陰繁 茂 ， 因 或称木 下 、 賜 腴地
注 30 ）

、

至 今、世 ヒ相繼 領之 。族 類家茲 矣。是 故 、世

俗 稱 後藤 辻子 。 寛 永 辛未
注 31） 冬 十月 十 有 三
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日、壽八十 四 歳、終於家 。

　注 29）城温 　山娥国。今の 京都府南部辺 り。

　 注 30）腴 地 　 肥 沃な 土地。

　注 31） 寛永 辛 未　寛永 八 （1631） 年 。

徳乗

徳乗 、四 郎 兵衛 と號 す。蘭髪して餮徳 乗 と號
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の ち

す 。家 学 に務 め、譽 れ を時 に 馳す 。 後 秀 吉 ・
　 　 　 　 　 つ か　　　　　　　　　 ますます

秀頼二 君 に 事 へ
、 恩 遇 益 々 渥 し 。 秀 吉公 、 食

　 　 　 　 　 こ く

邑二 百五 十斛 を城勗 （州） の 市原 ・中村 ・西

院の 三 村に 賜ふ 。 ま た洛 の 松 木嶋 こ の 地、松樹

數株 、そ の 陰繁茂す。因 りて 或 は 木 下 と称 す に於 い

　 　 ゆ ち

て 、腴 地 を賜は り、今 に 至 る も 、 世 々 相繼 ぎ

て これ を領す。 族類 こ こに家す 。 こ の 故 、世

俗後藤辻子 と稱 す 。 寛永 辛未 冬 十月 十有三 日 、
よ は ひ

壽 八十 四 歳、家 に終 は る。

乗 心 に 黼 の 蒋に 絶えん とす る を憂 ひ 、籔ず
　 　 　 もん　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　つ か

神 君 に 聞 し、榮乗を して 東 武 に 事 へ しむ 。
こ

こ に於 い て 神君再び 食禄を賜ふ 。長乗そ の 子

を立 て ず し て その 兄 の 子 を推 獎 し、以 っ てそ
　 　 　 つ 　　　　　　　 　　　ひ と

の 家を世が しむ 。 人 長乗の 有道の 志 に感ず。

榮乗 、 元和三 年丁 巳四 月初 四 日、病 に罹 り終

は る 。 壽四十有
一

。

　 　 つ けた り

即乗 附 顯乗

即 乗者、祐乗 七 世之孫 、 榮 乗之 的子 。 光重其

諱 、四 郎兵衛 其字 、今名 其諡 也 。 光重幼而 父

早 亡 。家族等議 、令伯 父 顯 乗 諱 正 継 、號 理 兵衛。

始 日 源市郎。薙髪號顯乗。徳乗之 子 也。春秋 七 十 有

八 。 以 寛 文 三 年癸卯 正 月 二 十 二 日 終焉、繼其業 。 故

顕 乗侍東武 、事柳營 注 33）有年。

　 注 33） 柳營 　将 軍 の 陣 営。こ こ で は、徳 川 幕 府 の こ と。

榮乗

榮乗者 、徳 乗之 子 、祐乗 六 世之 孫。 始 號 四 郎

兵 衛正 光。 剃髪之 後、稱 榮乗。慶長年 中
注 32）、

東照神 君抜 大 坂城 時 、徳乗在城 中。 竊 出城 而

隠 于京師 。 長乗 心 憂嫡 嗣之將絶 、數 聞神 君、

使 榮乗事於 東武。於是神 君再賜 食禄 。 長 乗不

立 其子而 推獎其 兄子 、以世其家 。人感長 乗有

道之 志 。 榮 乗 、元 和 三 年丁 巳 四 月初 四 日、罹

病 終。壽 四十有 一
。

　 注 32）慶 長 年 中　慶 長 二 十 （1615）年 五 月 七 日か らの 大

　 　 坂 夏 の 陣 を 指す 。

榮乗

逍 光 重之長 、遂 辞而使 之接武 也 。 両 倶巧 造其

精 。即乗不 幸 夭死 。時 人 無 不 嘆惜 。 即寛永八

年 辛未 十
一

月十三 日也 。 年三 十 二 歳 。

　 　 つけた り

即 乗 附 顯乗

即乗 は 、祐 乗七 世 の 孫 、榮乗 の 的子 。光重は

そ の 諱 、四郎兵 衛 は その 窒、今 の 名 は そ の
お く りな

諡 な り。光重幼 に し て 父 早 く 亡 くす 。 家族

等議 して 、伯 父 顯乗諱 は 正 継 、號 は 理 兵 衛。

始 め 源市郎 と日ふ 。 薙 髪 して 顯乗 と號す。徳

乗 の 子 な り 。 春秋七 十 有八 。 寛文 三 年癸卯正

月 二 十二 日を 以 っ て 終 焉す を し て 、その 業を

繼 が しむ 。 故に 顕乗東武 に侍 し 、槨替に 事 へ

て年 有 り。

榮乗は 、 徳乗 の 子 、祐 乗六 世 の 孫。始 め四郎

兵衛正 光 と號す 。 剃髪の 後 、榮 乗 と稱す 。 慶

長年 中、東 照神 君 、 大 坂城 を抜 く時 、 徳乗城

中に在 り。籍か に城 を出で て 京 師 に 隠る 。 長

　 　 　 　 　 　 　 お よ

光重の 長ずるに 逍ぴ 、 遂 に辞 して こ れを して
あ と　　　つ　　　　　　　　　み た　　 とも　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た く　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い た

武 を接が しむ 。 両 り倶 に 巧 み そ の 精 に 造 る 。

即乗 不幸 に し て 夭死 す 。 時 人 變梧せ ざる無 し 。
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即 ち寛永 八 年 辛未 十一
月 十三 日な り 。 年三 十

二 歳 。

筍 勲 ・荀 汪 ・荀 爽 ・荀 齋 ・荀 甫 方 、買 家 三 虎 は 後 漢 の

買彪 兄弟 を い う。

注 39）芝蘭　道徳や 才 能の す ぐれ た人 の た とえ。

注 40）棠 様 子 孫繁 栄 の た とえ。
　 　 つ け た り

廉乗 附 程乗

廉乗 父 、即乗。號 四郎兵衛 。 諱 光侶 。 不 幸遭

父 喪 。 以年幼不堪事職 。 是 以追顯 乗蹤 、令程

乗諱光昌、號源市郎。後改理兵衛。剃髪號程乗。顕

乗 之 子 也 。 春 秋 七 十有
一、以寛文 十 三 年癸 丑 九 月 十

七 日終焉 者 、 接其 武 。 程乗 工 名已 聞華夷
注 34）

。

久侍東武 而蒙台命
注 35｝、彫 刻剱裝之 具者、居

多 。 嚴有相公
注 36）

特新頒秩奉。可謂 、千歳 之

榮光也。

　 注 34） 華夷 　都 と地方。

　 注 35） 台命 　将 軍 の 命令 。

　 注 36） 嚴有 相公 　四 代 将 軍 徳 川 家 綱。嚴 有 は そ の 諡 号 。

程乗遂 辞 、 光侶再 紹父 業、祝髪號廉乗 。 今在

江 陵。 時 ヒ 奉鈞 旨
注 37｝

為鏤 。 有子 、 日 光嘉 。

蚤 歿。 光嘉、号 四 郎兵衛。始 日 源 四 郎。諡号乗賢。

死 時 才 二 ＋ 九 。 實貞享初元 甲子 四月 十九 日 。 遂

養光壽者、以為家嫡 。 而 號 四郎兵衛 、頗得家

法、能世 其藝矣。古有言 、　 「人之於 學、苦 心

難 。 既 苦心、成 業難。成 業者 、獲名 不朽 。 兼

父 子 兄 弟 間、尤難 」 。 信哉、此言 。 於學必 然 。

於藝 必 然 。 如三 包 ・六 竇 、
二 王 ・二 陸 、

三 洪 ・

三 蘇 、大尉 遲 ・小尉遲 、 大馮君 ・小 馮君 、苟

氏八龍 、 貿家三 虎
注 38） 等 、芝蘭

注 39）
繼芳、棠

棣
注 40｝

連枝 、 重無改於 父道 。 庶 不慊 於祖風者 、

今古以為難也 。

　 注 37）鈞 旨　 将 軍家 の 依頼 の 意。

　 注 38）三 包 ・六 竇…　 三 包は 唐 の 包融 ・包何 。包佶 父 子 、

　 六 竇は 唐 の 竇常 ・竇 牟 ・竇羣 。竇庠 ・竇鞏 の
一

家 （あ

　 　る い は 宋 の 竇禹鈞 。竇儀 ・竇儼 ・竇僞 ら父 子 ）、二 王

　 は 東 晋 の 王 義 之 ・献 之父子 、二 陸は 西晋 の 陸機 ・陸雲

　 兄弟、三 洪 は宋 の 洪 造 ・洪 遒 ・洪 邁 兄弟、三 蘇 は 宋 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lto

　 蘇洵 ・蘇 軾 ・蘇轍 父 子、大尉 遲 ・少尉 遲 は唐 の 尉 遲 跋

　 宣蔀・尉 遲 乙 僧 父 子、大馮 君 ・小 馮君 は 宋 の 馮 興宗 ・

　 凋 国寿 、苟 氏人 龍 は 後漢 の 苟 淑 の 子 荀倹 ・苟縵 ・荀靖 ・

　 　 つ け た り

廉乗 附 程乗

廉乗 の 父 は 、即乗 。 四 郎兵衛 と號す 。 諱は 光

侶 。 不 幸 に して父 喪に 遭ふ 。年幼 きを以 っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ と

事職 に 堪 へ ず 。 こ こ を以 っ て 顯乗 の 蹤 を追ひ 、

程乗諱 は 光 昌、源市郎 と號す 。 後 理 兵衛 と改 む 。 剃

髪 し て 程 乗 と號 す 。 顕 乗 の 子 な り 。 春秋 七 十有
一、

寛 文 十 三 年 癸 丑 九 月 十 七 日 を 以 っ て 終焉 すな る者
　 　 　 　 　 　 あ と　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 す で

を して 、そ の 武 を接が しむ。程乗 の 工 名 已に

蟲 に 聞 こ ゆ。久 し く東 武 に侍 して 台命 を蒙

り、剱 裝の 具 を彫刻 す る もの 、患多な り 。 嚴

有 相公 特 に新 たに 秩奉 を頒 つ
。 謂 ひ つ べ し 、

千歳の 榮光な り と。

程 乗遂 に辞 し 、 光侶再 び 父 業を紹 ぎ 、 祝髪 し

て廉 乗 と號す 。 今江 陵に 在 り 。 時 々 酷 を塞け
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ と

て鏤 を為す 。 子 有 り、光嘉 と 日 ふ 。 蚤 に 歿す。

光嘉、四 郎兵衛 と号す。始 め 源 四 郎 と 日 ふ 。釜粤は

乗賢。死 に し時 才二 十 九。實 に 貞享初 元 甲子 四 月十

九 日 な り。遂 に 光壽 とい ふ 者 を養 ひ 、以 っ て 家
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す ニ＄

嫡 と為す。而 して 四郎兵衛 と號 し 、 頗 る 家法
　　　　　　　　　　 つ
を得 て 、能 くそ の 藝 を世 ぐ 。 古言 へ る有 り 、

「人 の 學 に 於 ける 、心 を苦 しむ る こ と難 し 。

既に 心 を苦 しむ る 、業を成 し難 し。業を成す

者 、 名を 不 朽に獲 る 。 父子 兄弟の 間 を兼 ね る

は 、尤 も難 し」 と。 信 な るか な、 こ の 言 。 學

に 於い て 必 ず然 り。 藝に於 い て も必 ず然 り 。

竺雹・笑贇、二 王 ・二 陸 、三 洪 ・三 蘇 、 大蔚逸・
　 　 　 　 　 ふ うくん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かけ

小 尉 遲 、大馮君 ・小 馮君 、苟氏 八 龍 、賈家三

虎等の 如きは 、纖 芳を繼 ぎ、藁藻枝 を連 ね 、

重 ねて 父道 を改む る無 し 。 祖 風 を慊せ ざ る に
ちか

庶 き者 、今 古以 っ て 難 き と為すな り 。
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鳴呼 、祐乗 既為 工 究其精妙 、世世相傳、今既

垂 二 百餘年 。 孫枝末葉 、綿 ヒ 乎如瓜腿
注 41）、

縄 ヒ乎 如螽斯
注 42）

、悉皆以巧 為世所稱 。 可 謂 、

難 上之難也 。 斯
一

家之所 彫之物 、 較之 時流 、

頗覚版寛 世人是称家之儁 乃天 下之通稱 也 。

蓋 自匪 其源 至深 、 惡乎 、 其流混 々 然而長 至于

無窮也哉 。

　 注 41） 瓜 隧 『詩 経』雅 の 「緜 」 。子孫 繁栄 の た とえ。

　 注 42〕螽 斯 『詩 経』 の 篇名。夫婦 和 合 して 、子 孫 の 多 い

　 　 こ と を た と え る 。

予 自早 歳時、與後藤演乗為方外交 。 近者、演

乗特 来慨然 而言 日 、　 「吾祖祐 乗及 累世事實、

未 自古有 之。曽有譜系 圖、 々 亦灰燼 。故不審

祐乗 父 祖 。 今若 不 見諸紀 載 、恐無 以 白祖 于 後

世 」 。 乃 示 古記 數巻 、 徴予 為 之記 。 予 以 不 欲

述 世諦 文 字
注 43 ）

、 輙峻拒 之 。 演 日 、　 「祐乗 嘗

臣事於慈 照相公
注 44 ）

、 恩遇特混 今 師居其院 、

蓋 有由 矣」 。 予 聞其言 唯 々
。 既 而 撫髀 嘆 日、

「君 臣之 儀 、 如石 確然不 涙 。 忠孝之 道 、 似海

深 而 不乾 。 祐乗没 後 、 不 知 、 経幾星 霜矣。 今

涓相公 二 百 春 之 正 諱、偶 爾 而 發 此意 。 實是奇

遇 縁 。 雖不 敏安得而 辭焉」 。 因略其細而綴其

大 、書祐乗以 下數世家譜 而界之 以傳 。 来裔俾

勿壊 矣 。

元 禄 二 年歳 次 己 巳 春 正 月戊午十 四 日

萬年 山 下 慈照沙 門 祖縁 別 宗 撰

　 注 43） 世諦 文 字 　世 俗 の 道理 を表 す文 字。

　 注 44）慈 照相公 　足利 義政 元 禄 二 （1689）年
一

月七 日 は、

　 　 義政 の 二 百 年 遠 忌 に 当た る。

鳴呼 、祐乗既 に 工 み を 為 して そ の 精妙を 究め 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ん なん

世世相 傳 へ て 、今既 に 二 百餘年 に垂 々 とす 。

　 　 　 　 めん め ん こ 　 　 　 　 　 　 く わ て っ 　 　 　 　 　 　 　 じ ： うじ t う こ

孫枝末葉 、綿 々 乎 と して 瓜腿 の 如 く、縄 々 乎

と して 錨 の 如 く、悉 く皆巧 み を以 っ て 世 の

為に 稱せ ら る 。 謂 ひ つ べ し 、 難き が上の 難 き

と 。 こ れ
一

家 の 彫 る所 の 物 、 こ れ を時流に較

ぶ る に 、頗る 版 の 實を 覚ゆ。世 人 こ れ を家の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 みな も と

作 と稱 す。乃 ち天下 の 通稱 な り。蓋 しそ の 源

　 　 　 　 　 あ ら　 　　　 　　 　　　 　　 　　い つ

至 っ て 深 き に 匪 ざる よ りは 、惡 くんぞ 、その

流れ 混 々 然 とし て 長 く無窮 に至 らん や。

予 早歳 の 時 よ り、後藤演乗 と芳舞
’
の 交 を為す 。

近 ごろ 、 演乗特 に来 りて 慨然 と して言ひ て 日

は く、「吾が 祖祐乗及び 累世 の 事實、未 だ 古 よ

り こ れ 有 らず。 曽つ て 譜 系圖 有れ ど、圖 もま

た炭盧す 。 故 に祐 乗の 父 祖 を響 らか にせ ず 。

　 　 　 　 　 　 　 　 あらは

今若 し これ を紀載に 見 さず ば 、 恐 ら く は以 っ

　 　 　 　 　 あ き

て 祖を 後世 に 白らか に する無 し」 と 。 乃 ち 古
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ く

記 數 巻 を示 し、予 に こ れ を為 るを徴 す 。 予
せ た い も ん じ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す な は

世諦 文字を述ぶ るを欲せ ざる を以 っ て 、輙 ち

こ れ を峻拒す。演 曰 は く、「祐 乗嘗 つ て 臣 とし

て 惷薫箱
）

茶に箏へ 、恩遇特 に渥 し 。 今師そ の

　 　 　 　 　 　 　 やゑ

院に 居 る は 、 蓋 し 由有る な り」 と。 予 そ の 言

を 聞 き て唯渇た り。 既 に して 薛を撫で嘆 じて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 みだ

日 は く、「君臣 の 儀 、 石 の 如 く確 然 と して泯れ

ず 。 忠孝 の 道 、海 に似て 深 く し て 乾かず 。 祐

乗 没 後 、知 らず 、幾星 霜 を 経る を 。 今相公 二

百春の 孟諱を 淆め 、 癘雷と して こ の 意を發す 。

賓 に こ れ 奇遇 の 縁 な り。 不敏 な り と雖 も姜く

ん ぞ 得て 辭 さん 」 と 。 因 っ て そ の 細 を略 し て
　 　 　 　 つ づ

そ の 大 を綴 り、祐乗 以下數世 の 家譜 を 書 し て

こ れ を算へ 以 っ て 傳ふ。篥蕎瑳つ こ と易か ら

伽め よ 。

元禄二 年歳次 己 巳春 正 月 戊午十 四 日

萬年 山下慈照沙 門 祖縁 別宗 撰

∬　槎 客通筒集 姓氏 〔『槎客通筒 集』 所収〕

祖 縁 、字 別宗 、號1頤神 。 其 先江 州人 。 姓源 、

氏 佐 々 木 。 以 戊戌 之歳
注 1）

、 生于 賀之金澤 。

受衣於 中興光 雲英 中賢禪 師
注 2）

、而 嗣法於 前

住相 國覺 雲吉禪 師
注 3｝

。曾歴 景徳 ・眞如
注 4｝

、

住相 國、又 賜 紫
注 5）遷 南禪。現居洛 之萬年 山

下 慈 照禪院 注 6）。院有殿 、 日寶陀巖 。 特奉 官

命 、 迎送 韓使 于 攝州 浪速津 注 7）
。
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注 1）戊 戌 之歳　万 治 元 （1658）年。これ に 拠 れば、 「後

　 藤 家譜 亅 跋文 に ある元 禄二 （1689 ）年 に は、祖縁 別 宗

　32 歳 。 ち なみ に 「後 藤家 譜」 撰述 を依頼 した 演乗は

　 49 歳。

注 2） 中 興 光 雲 英 中 賢禪 師 　霊芝 山光雲 安国 禅寺 を中興

　 し た英 中玄 賢。南禅 寺 280 代 住持 。元 禄 人 （1695 ）年

　 八 月 二 十 三 日示寂。世 寿 69 歳。

注 3）前住相 國覺雲 吉禪 師　相国 寺 96 代 住嶽 覺雲 顕 吉L

　 寛文 七 （1667）年 五 月 二 十 九 日示寂。世寿 67 歳。祖縁

　 と は、佐々 木義賢 を始 祖 とす る遠 い 親戚 関係 に 当た る。

注 4）景 徳 ・眞 如　霊 亀 山 景 徳 寺 は相 国 寺の 末 寺 （京都

　 府 ）、眞如 寺 は 相 国寺 の 山外 塔頭 （京都市北 区 等持院

　 北 町 ）。

注 5） 賜 紫 　勅 許 に よ り紫衣 を賜 わ るこ と。

注 6） 萬年山 下 慈 照禪院 　萬年山相 国 寺の 塔頭 慈 照 寺 の

　 こ と。銀 閣 寺 と も い う。

注 7） 奉官 命、迎 送 韓使 　祖 縁 が 幕命 に よ り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い しん

祖 縁 、字 は別宗 、頤神 と號す 。 そ の 先 は 江 州

の 人 。姓 は源 、氏 は佐 々 木 。 戊 戌 の 歳 を以 っ

て 、賀 の 金 澤 に 生 ま る 。 衣 を中興光雲 英 中賢

禪 師 に 受 けて 、法 を前住相國覺雲 吉禪 師 に嗣

ぐ。 曾 つ て 景 徳 ・眞如 を歴 て 、相 國に 住 し、

ま た 紫 を賜 は りて 南禪 に 遷 る 。 現 に 洛の 萬年

山 下 慈照禪院 に 居す。院 に殿 有 り、寶陀巖 と

日 ふ 。 特 に官命 を奉 じ て 、韓使 を攝州浪速 の

津 に 迎送す。

　 朝 鮮 通信 使 の 接 伴 役 とな る の は、正 徳 元 （L71D 年、54

　 歳 の 時 の こ と。

○ 参考　 『槎客通筒集』に つ い て

　 〔編 者〕　 「慈照小 徒　祖冲 　祖會編 」 とあ る。

　 〔成 立 〕 表 紙裏 に は 「正 徳 初 元 辛 卯 鏤 行 」と あ り、ま た、

　　　　　 刊記 に は、 「正 徳 二 年壬 辰 五 月 穀 旦 ／ 文 臺屋 次

　 　 　 　 　 郎兵 衛 ・
同 儀 兵衛 開版 1 とあ る。

　 〔概要 〕 祖 縁 が 接 伴役 と して、朝 鮮信使
一

行 と ともに 大

　　　　　 坂 と江 戸 を 往還 す る 際に 唱 和 した 詩 を、祖 縁 の

　　　　　 も と に あ っ た 祖 冲 ・祖 會の 二 人 が 編纂 し た 三 巻

三 冊 の 漢詩 集。三 冊 目の 末尾 に、別 れ に 当 た っ

て 祖 縁 と朝鮮 信使
一

行 と で 交わ され た 筆談 「橘

州河 ロ 船 上 臨 別 筆語 亅 を収 載。

皿　 『燕 臺風 雅』巻 之七

祖縁 　槎客通筒云、 「祖縁、字別 宗 、 號頤神 。

其先江 州 人 。 姓源 、氏 佐 々 木 。 以戊 戌之 歳 、

生于 賀之金 澤 。 受衣於 中興光雲 英 中賢禪 師、

而嗣 法於前住相 國覺雲 古禪 師 注 1）。曾歴 景徳 ・

眞如 、住 相國、又 賜 紫遷南禪 。 現居 洛之 萬年

山下慈照院。 々 有殿 、日 寶咤 巖
注 2）

」 。

　 注 1） 覺雲 古禪師 　 「古 」 は 「吉 t の 誤 り。

　 注 2） 寶咤 巖 　 「咤 亅 は 「陀 亅 の 誤 り。

鹿 山石 川子 復 注 3）
日、　 「余覧

一
人詩 、 則 格 律

高妙句 調 不 凡 、不愧 漢唐 古近體 製者 、傑 然粹

然 」 。 又 日 、　「中世 楚林 注 4亅 之 中 、稱 高 徳詩

材 、則 有義 堂 ・絶海 両禪 師。如上 人也 、該博

多材 、詩 亦絶妙 。與 両禪 師伯 仲 之 間乎 、又 超

越 両 禪師乎 。 談何容易。上人在佛 門、尊崇三

代 倫理 之 教 注 5亅 、顕然 其詩 中。匪 是流輩 之所

暁 、 而 上 人 及 斯焉、可 謂大悟 明眼之 人 也 」 。

景 周 日 、　 「子 復言 、過 賞失實。余 睹祖 縁詩 、

全 宋人饐釘
注 6亅、安得並駕於義 ・絶 両杜 多 齣

」。

　 注 3）鹿 山石 川子 復 　氏 は石 川、名 は 克、子 復 はそ の 字。

　　 鹿 山 と号す 。寛 永 二 十 （1643）年 頃 生 まれ 。石 川 丈 山

　　 の 養 嗣孫 と し て 五 歳 の こ ろ か ら そ の 側 に侍 し、学 問の

　　 手 ほ どきを受 け、の ち 丈 山 と縁の あ る 板 倉 家に 出仕 し、

　　 重 常、重 冬、重治 の 三 代 に 仕 え た。そ の 間 、寛 文 十 二

　　　 （1672）年 丈山 歿 して 後 は 、官 暇 を得 て 京 都 の 詩 仙 堂

　 に 留 ま っ て そ の 遺稿 を 『新編 覆 醤集 』二 十 巻 十 二 冊 に

　 編 纂 し、そ れ は 延 宝四 （1676） 年三 月 に 刊行 され た。

注 4）楚 林 　禅 林 に 同 じ。

注 5） 三 代倫理 之 教　堯 ・舜 ・禹三 代の 聖 人 を理想 とす

　 る儒 教。

注 6） 饐酊　 むや み に 無意 味 な 言葉 を 並 べ た 詩 や 文 章 の

　 た と え。こ こ で は 物 まね の 意。

注 7） 杜 多 　 僧 侶 の こ と。
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祖縁　搓客通筒 に 云 ふ 、　 「祖 縁 、字は別 宗、

躓神 と號す 。その 先 は江州 の 人 、姓 は源 、氏

は佐 々 木 。 戊戌 の 歳 を以 っ て 、 賀の金 澤に生

ま る 。 衣を 中興 光雲英 中賢禪 師に受 けて 、法

を前住相國覺雲古禪師 に 嗣 ぐ 。 曾 つ て 景徳 ・

眞如 を歴 て 、相 國 に住 し、また紫 を賜 りて 南

禪 に 遷 る 。 現 に 洛 の 萬年 山 下 慈照院に 居す 。

院 に殿 有 り、寶咤 巖 と 日 ふ 」 と。

ろ くざん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いちに ん

鹿山石川子 復 曰 は く、「余
一

人の 詩 を覧 るに 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な べ
則 ち 格律高妙 に し て 句調 凡 な らず。漢唐古近

の 體 製 に 愧 ぢ ざるこ と、傑 然た り粹 然た り」

と 。 また 日 は く、「中世鬣罧の 中、高徳詩材 を

稱 せ ら る るは 、則 ち義 堂 ・絶海 両禪 師有 り 。

上 人 の 如 きや 、該 博多材に して 、詩 もまた 絶

妙 な り 。 両 禪師 と伯仲の 問 な るか 、また 両禪

師を超越す るか 。 談何 ぞ容易 な らん 。 上人 佛

門に在 りて 、三代倫理 の 教へ を尊崇す る こ と、

そ の 詩 中に顕然 た り 。 こ の 流輩 の 饒る所 に匪

ず し て 、上人 の こ こ に 及 ぶ は 、謂 ひ つ べ し 大

悟明眼 の 人な り」と。景周 曰は く、 「子 復 の 言、
　 　 じ つ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　み

過 賞 實を失す。余 祖縁 の 詩 を睹 るに 、全 き宋

人 の 饐苛に して 、 安ん ぞ 駕を義 ・絶 両衽多に

並ぶ を得 ん 」 と 。
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O 参 考 　 『後 藤 家 譜 』 撰 述 者 （別 宗 祖 縁 ジ 略 年 譜

元 号 　（西 暦 ） 鞨 月　 日 別 　　 宗　　 祖 　　 縁 　　 の 　　 動 　　 向 関　　 連 　　 事 　　 項

万 治 元年 （1658 ） 1 加 賀 国 金 沢 に 佐 々 木 定 之 の 三 男 と し て 生 ま

る 。定 之 は 加 賀 前 田 家 に 千 石 に て 禄 仕 す 。
佐 々 木 六 角 氏 系 図 に よ れ ば 、祖 父 定 治 は 佐

々 木 宗 家　〔義 治 》 の 養 子 と な る が 、実 は 義

治 の 弟 賢 永 の 長 男 高 賢 の 子 で あ る 。定 治 と

覚 雲 顕 吉 と は 実 の 兄 弟 で あ り 、別 宗 に と っ

て 覚 雲 は 大 叔 父 に 当 た る 。

寛 文 6 年 （1666 ） 93 月　4日 父 定 之 歿 す 。55 歳 。

寛 文 7年 （1667 ） 105 月29 日 別 宗 ．喝 食 （かっ しき）と し て 慈 照 院 に あ り 、覚

雲 顕 吉 の 看 病 に 当 た る と と も に ．歿 後 は そ

の 遺 品 整 理 を 行 う 。祖 父 定 治 も 見 舞 う。

相 国 寺 第 96 代 住 持 、覚

雲 顕 吉 歿 す。67 歳。

延 宝 元年 （1673 ） 1610 酎 6 日 祖 父 定 治 残 す。78 歳 。
延 宝 3年 （1675 ） 187 月　9 日 亨 川 軒 春 葩 、慈 照 院 に 争 議 を 起 こ し 、幕 府

に 訴 え る 。別 宗 、慈 照 院 蔵 主 と し て 江 戸 の

戸 田 伊 賀 守 忠 昌 宅 　（寺 社 奉 行 所 〉 に て 、春

葩 と 対 決 し ．寺 を 立 ち 退 か せ る こ と あ り

天 和 2年 （L682 ） 258 月　5日 別 宗 、南 禅 寺 の 大 方 長 老 に 伴 わ れ て 京 都 の

本 圀 寺 を 訪 れ 、朝 鮮 信 使 に 随 行 し て き た 学

士 成 翠 虚 、李 鵬 溟 ．洪 滄 浪 と 筆 談 唱 酬 を 交

わ す 。

朝 鮮 信 使 （正 使 尹 趾 完 ．

副 使 李 彦 鋼 ）、来 日 。

貞 享 4年 （1687 ＞ 30 冬 英 中 玄 賢 に 就 い て 参 禅 す 。
ll 月17 日 梅 岑 軒 首 座 と し て 後 堂 に て 秉 払 す 。

元 禄 2 年 （1689 ） 321 丹 了口 慈 照 寺 に て 催 さ れ た 義 政 二 百 年 遠 忌 で 、別

宗 ．座 奉 行 を 務 め る 。

足 利 義 政 二 百 年 遠 忌 。

1月14 日 『後 藤 家 譜 』 成 る 。
元 禄 5年 （L692 ） 352 月14 日 景 徳 寺 公 帖 を 領 す 。

2月20 日 真 如 寺 公 帖 を 領 す 。
元 禄 6 年 （1693 ） 36H 月26 日 後 藤 演 乗 歿 す。53 歳 。
元 禄 8年 （1695 ） 388 鳳23 日 南 褝 寺 第 280 代 住 持 、英

中 玄 賢 歿 す。69 歳。
元 禄 10 年 （1697 ） 403 月19 日 幕 府 よ り 学 禄 を 領 し 、朝 鮮 修 文 職 に 補 せ ら

る 。
元 禄 正2 年 （1699 ） 421 肌 8日 相 国 寺 公 帖 を 領 す 。

5 月239 相 国 寺 に 視 篆 （じての さ れ 　（入 寺 ） 、第 103 代

住 持 と な る 。
元 禄 L3 年 （1700 ） 433 月2i 日 対 馬 国 以 酊 庵 輸 番 の 任 を 命 ぜ ら れ 赴 く　（33

世 ） 。
元 禄 焉 年 （1702 ） 456 月 以 酊 庵 輪 住 の 任 終 え る 。

宝 永 了年 （1710 ） 5310 月29 日 南 禅 寺 公 帖 を 領 す 。
正 徳 元年 （17H ） 546 月27 日 紫 衣 を 賜 わ る こ と が あ っ た か 。

9肌 5 日 以 酊 庵 加 番 と し て 接 伴 使 を 命 ぜ ら れ 、大 坂

に 朝 鮮 信 使 を 迎 え ．江 戸 に 同 行 す 。

朝 鮮 倡 使 （正 使 超 泰 億 、

副 使 任 守 幹 ）、来 日 。
10 肛 9日

、
星1月3日

江 戸 城 に 登 城 。信 使
一

行 を 応 接 す 。

U 月19 日 江 戸 出 立 。
12爿18 日 朝 鮮 信 使

一
行 を 大 坂 に 送 る 。

正 徳 2年 （1712 ） 555 月 前 年 の 朝 鮮 信 使 一
行 と 大 坂 、江 戸 を 往 還 す

る 際 に 唱 和 し た 詩 を 、慈 照 寺 の 祖 沖 ・祖 會

が 編 纂 し た 『槎 客 通 筒 集 』 三 冊 刊 行 さ る 。
正 徳 4年 （17M ） 575 月　1日 慈 照 院 に 歿 す 。祖 縁 　〔初 め 玄 縁 ） 、字 は 別

宗 。　江 砂 、頤 神 と 号 す 。
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